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はじめに

水産庁の漁場生産力モデル開発基礎調査の一

環として，瀬戸内海の燧灘（ひうちなだ）にお

けるヒラメの生態について調査研究が始まった

のは1994年のことでした。この調査はヒラメが

生まれた時から漁獲サイズになるまでの発育段

階毎の生物量とそれを支える基礎生産力を把握

しモデル化するのが目的です。それにはまずヒ

ラメが成長するにつれどこに分布するかが最も

重要な点でした。ところが調査を進めていくう

ちに，ヒラメ成魚は産卵の時期以外は燧灘では

全く漁獲されないことがわかりました。そこで

過去の標識放流試験の知見から移動について紐

解くことにしました。燧灘においてヒラメの標

識放流試験は1980年に開始されて以来すでに19

年が経っていますが，放流後の短期間の再捕報

告は多いものの，長期間での再捕報告はほとん

ど無く，外海へ向かうのではといった推測はあ

りましたが，回遊経路については不明でした。

一体ヒラメは産卵を終えた後どこに行くのでし

ょう？　この疑問を解くべく，ヒラメの旅路を

追う私たちの標識放流試験が始まりました。

ヒラメが故郷に帰ってきた

産卵時期のヒラメを漁獲対象としている愛媛

県宮窪町漁協に協力していただき，1997年４月

23～24日に第１回目のヒラメ親魚の標識放流試

験を行いました。タモの中で暴れるヒラメを漁

業者の方から受け取り，すぐ麻酔をかけます。

魚体が大きいため，暴れたらヒラメといえど半

端な力ではありません。身の安全を守るため，

やむなく作業中はヒラメに眠ってもらうことに

しました。おとなしくなったところで全長，体

重を測定し，背中の部分にダート型タグという

棒状の標識をつけ，放流します。全長20～

82cm のヒラメ97尾が私たちの期待を背負って

海に戻りました。翌日から再捕報告があり，産

卵期の６月までという短期間でありながら，18

尾の再捕がありました。この結果，ヒラメは宮

窪沖から弓削島沖までの海域が産卵場であり，

６月上旬まで産卵期が続くことがわかりまし

た。ところがその後は再捕報告の無い日が続き，

待てど暮らせど報告が無く，放流ヒラメが獲れ

たとの連絡があったのはおよそ１年たった４月

２日のことでした。再捕された海域は放流場所

である宮窪沖です。彼らは生まれ故郷を忘れて

いなかったと思われます。今までに産卵場に帰

ってきたという報告のある海産魚類はハタハタ

やトラフグなどその数が限られていました。ハ

タハタはホンダワラ類の海藻に，トラフグは海

底の砂礫にそれぞれ卵を産み付けますが，ヒラ

メは海中に卵を産み落とします。このように特

定のものに産み付けるわけでもないヒラメが，

おそらく大きな旅をして再び生まれた海域に帰

ってきたのは驚きです。うれしい知らせはその

次の日もありました。こちらは弓削島沖で再捕

されました。さらにちょうど１年たった23日に

は宮窪沖で再捕があり，結局現在までに，合計

21尾（再捕率22％）の報告が得られています。

97年の放流では産卵場の場所はわかったもの

の，当初の目的である産卵後の移動が不明な結

果のままに終わりました。そこでもっと確実性

のある標識を使用してみようということで，目

に付けたのが NMT 社製アーカイバルタグでし

た。これは金属製の筒状の標識で，この標識を

魚の腹部に入れ，センサー部分を外に出して

日々の魚の位置，水温，体温，水深などが記録

できるという優れものです。今までの標識では，

放流場所と再捕された場所とを点で結び，移動

を推測していましたが，この標識は移動経路そ

のものがわかります。今までにこの標識はクロ

マグロとトラフグで成果が得られています。ヒ

ラメでも回遊の解明に向けて，準備が開始され

ました。
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アーカイバルタグ

ヒラメにアーカイバルタグを装着するのは全

く初めてです。このタグを使用するに当たって

様々な問題が生じました。最大の問題はタグの

大きさでした。直径1.6cm，長さ10cm の金属棒

は見た目にもかなり大型で，クロマグロやトラ

フグの腹腔（腹部の空間）にこの程度の大きさ

のタグを入れても影響はないと思われますが，

平べったい体型をしているヒラメでは，内臓を

圧迫してしまうのではないかという心配が生じ

ました。また放流時期は産卵期であるため卵巣

がかなり大きく，タグを入れることで内臓への

影響が避けられません。そこで実践できるかど

うか，まず本物のタグと同じ大きさのダミータ

グ（中は空）を用いて（社）日本栽培漁業協会

伯方島事業場の協力により飼育実験することに

しました。飼育実験は採卵用で産卵直前の腹部

がかなり膨らんだヒラメを用いての試験となり

ました。

大学時代の授業以来メスをさわっていなかっ

た私は，生きている魚の手術というのは初めて

で，卵巣を破ってはいけない，貴重なヒラメを

殺してしまっては大変と思うと，手は震えメス

を握る手もスムーズには動きません。産卵期の

ヒラメ腹部の筋肉は以外に厚く，切っても切っ

ても腹腔が見えないのです。「思い切って力を

入れて切れ～！」なかなか腹部を切れないこと

に業を煮やした鈴木技官（現養殖研）の怒りの

声が飛びます。実は大型のヒラメは麻酔がかか

りにくく，時には強烈な尾鰭パンチを受けてし

まうこともあります。そこで手術中は頭部と尾

部を男性２人にしっかり押さえてもらっていま

した。ヒラメの力は強いし，しかも側にはメス

を持っている私がいます。押さえる方も必死で

す。手術に時間がかかることは押さえている方

にとっても苦痛だったようです。ヒラメの腹部

を切るのは本当に勇気がいるものです。ヒラメ

に申し訳ないと心で念じつつメスを握って今年

で２年目になりますが，今でも手術時は相変わ

らず緊張します。

腹腔の大きさから判断して，全長65cm 以上

のヒラメにアーカイバルタグが挿入できること

がわかりました。手術ヒラメに同時にダート型

タグをつけ傷口を消毒後，水槽に戻すとショッ

クのあまりひっくり返る個体に加え血管や卵巣

を切ってしまった個体もありましたがなんとか

８尾に挿入を完了し，翌日死亡個体なしである

ことにひとまず安堵し，あとは経過を見守るこ

とにしました。

「ヒラメが餌を食べ始めたよ。」そんなうれ

しい知らせをいただいたのは１か月近くたった

ある日のことでした。ヒラメの回遊が始まるの

は産卵後の６月からです。従ってタグ挿入によ

る影響の残留期間が１か月なら，４月中にタグ

を挿入すれば回遊開始には影響がないはずで

す。実戦可能とわかれば後は即実行あるのみで

す。ところがもう一つ大きい問題が残ったまま

でした。それはアメリカ製であるアーカイバル

タグが円安も災いして非常に高額であるという

ことです。なんとか予算を切りつめて購入でき

たのはわずかに７本，それに再捕例を増やして

標識個体の影響を調べるためのダミータグ４本

を加えた合計11本だけでした。
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道は険しい

1998年４月21～22日。昨年と同じ宮窪町漁協

の協力によりヒラメ親魚の第２回標識放流試験

を行いました。全長33cm から「まだこんな大

きいヒラメが内海におったんか？」と思わず見

ている人の口々からでた全長87cm までのサイ

ズのヒラメが私たちの作業場に集められまし

た。このうちアーカイバルタグ装着には全長

63cm～87cm，ダミータグ装着には全長54cm～

85cm の雌の個体が選ばれました。私たちはで

きることなら雌は卵巣が大きいため，大型の雄

を選択したかったのですが，60cm 以上の雄の

漁獲は全くありません。卵巣を傷つけないよう

に恐る恐る腹部の切開を始めましたが，前回の

失敗がいい経験になったのか，本番での手術時

間は半減し，血管を切ることもなく，水槽に戻

してひっくり返る個体もありませんでした。世

界で初のヒラメへのアーカイバルタグ挿入は無

事終了。お腹に私たちの希望を埋め込んだ11尾

のヒラメを含む228尾の標識ヒラメは瀬戸の夕

焼けの海に放たれました。

今度こその期待の中，再捕報告は外部標識の

みばかり，なかなかアーカイバルタグの再捕は

ありません。今までの外部標識のように再捕率

が20％なら，今回放流した７本では再捕は１個，

ダミータグを加えても２個しか再捕が期待でき

ない計算になります。それだけに一つ一つの再

捕報告が大切です。

外部標識の再捕報告は次々に来ましたが，そ

れも昨年と同じ６月まででした。なぜ，６月以

降には再捕報告がないのでしょうか？　その答

えの１つを先日の飼育ヒラメが解き明かしてく

れました。飼育実験は１月に行いましたが，標

識ヒラメの飼育はタグ挿入後の内臓への影響を

調べるため夏まで継続していました。標識装着

後７か月経過した８月下旬に標識ヒラメを調べ

てみると，外部標識がそのまま背中に残ってい

たのは８尾のうちたったの１尾であることに気

がつきました。ヒラメの場合，他の外部標識

（アンカータグ）での実験で脱落率が高いこと

はすでに知られていましたが，このたびは放流

したヒラメのサイズがかなり大型であることに

加え，使用したダート型タグは鰭下部の担鰭骨

に引っかけるように装着するため，脱落が少な

いと私たちは予想していたのですが，その予想

は見事にうち砕かれたのでした。新たな問題を

抱えつつ再捕報告を待つ日々が続きましたが，

外部標識，アーカイバルタグの両者とも再捕報

告がないまま，1998年の標識放流試験は終わり

ました。

アーカイバルタグが帰ってきた？

外部標識を検討した結果，今までの日本製と

はわずかに先端の形状が異なるオーストラリア

製のダート型タグとスパゲティタグを併用する

ことにしました。さらに再捕を期待するにはア

ーカイバルタグの本数を増やさなければなりま

せん。しかし今年用意できたのはアーカイバル

タグ11本，ダミータグ５本の計16本。昨年より

わずかに本数が増えたことに期待を持って1999

年４月20～21日にかけて第３回の標識放流試験

に臨みました。今年は宮窪町漁協と弓削町漁協

に協力をお願いし，２か所で作業を行いました。

今までは宮窪町漁協から離れた浮き桟橋での作

業でしたが，弓削町漁協では事務所近くの人の

出入りが多い桟橋での作業のため，漁協の方た

ちには大変ご迷惑をお掛けして申し訳なかった

のですが，そのかわりアーカイバルタグの標識

本体や挿入後のヒラメを見ていただくことがで

きました。その後漁協の方が出荷時に手術糸の

確認をして下さったとお聞きし，とても感謝し

ています。放流からしばらくして，糸のついた

ヒラメが獲れたとの連絡を受け，私たちの喜び

は一気に高まりました。ついにやった！再捕さ

れたヒラメはすぐ送っていただきました。とこ

ろが，外にあるべきセンサーが出ていません。

いやな予感を感じつつ腹部を開くと案の定アー

カイバルタグがありません。外部標識の番号か

ら，アーカイバルタグを挿入した個体であるこ

とは確かでした。再捕者に確認したところ，再

捕時にセンサーは無かったとのことでした。弓
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削町漁協ではヒラメは主に定置網で漁獲されま

す。しかもこの時期はサクラダイ（マダイ）の

最盛期でもあり，漁獲物を一気に揚網するため，

作業中にタグがヒラメの腹部から外に出てしま

ったのかもしれません。アーカイバルタグは

1998年からサケ，ブリでも使用されるようにな

り，今まで腹部から自然に出たという例はなく，

特異な例としか考えられません。このように糸

はついてるが中身がない報告がもう１件，そし

てダミータグが入っているはずが，外部標識の

み送られてきたのが２件，結局４件の報告があ

りましたが，残念ながら期待したアーカイバル

タグの回収にはつながりませんでした。ただ最

初の１件は放流後19日で再捕されたもので，胃

の中には大きなコノシロが消化初期の状態で残

っており，タグ装着の飼育では１か月かかって

摂餌しましたが，天然の状態ではそれより早く

餌を食べ始めることが期待され，アーカイバル

タグ挿入の影響を危惧していた私たちはまずは

ほっとしました。

「ヒラメのお腹に変なものが入っていた」と

いう電話が水研にかかってきたのはそれから数

日経ってのことでした。今度はお腹に実物が入

っていたわけですから確実な情報です。私たち

の喜びはどう表現したらいいかわかりません。

初めて回収に成功したのです。しかし世の中そ

ううまくはいかないものです。残念ながらダミ

ータグでした。報告して下さったのは広島県向

島の小料理屋の店主で，魚屋からセンサーに気

づかず購入，お腹を開いてびっくりしたそうで

す。送っていただくと，それは1998年の放流タ

グでした。お腹にタグを抱えて１年後に再び帰

ってきたのです。残念ながらダミーなので回遊

経路はわかりませんでしたが，タグは脱落せず

にお腹に入ったままでの生存は可能ということ

がわかりました。

今までの燧灘における親魚の標識放流試験か

ら得たことは，ヒラメは産卵回帰すること，ア

ーカイバルタグを挿入した放流ヒラメは確実に

再捕可能であるということです。しかし肝心の

回遊経路の解明にはアーカイバルタグの再捕が

必須です。そのためには，タグの本数を増やす

とともに，再捕者（漁業者等）に，このタグの

中にはヒラメの移動回遊に関わる重要な情報が

詰まっていることを理解してもらうことに力を

注ぎたいと思っています。そしていつの日かこ

の誌上でヒラメの旅の道筋をお知らせできるよ

うに…。

最後にこのヒラメ親魚の標識放流試験ではヒ

ラメの採集，再捕報告に際し様々なご尽力いた

だいた宮窪町漁協，弓削町漁協，標識装着全般

の作業に協力していただいた愛媛県中予水試東

予分場および愛媛県，飼育実験や標識装着に協

力していただいた（社）日本栽培漁業協会伯方

島事業場，アーカイバルタグについて技術・情

報提供して下さった日本エヌ・ユー・エス（株）

と（株）田中三次郎商店，当水研関係各位に感

謝いたします。

（海区産業研究室）
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先日、ビテロジェニンを環境ホルモンの一種

と勘違いしている人に出会い，ちょっと待って

下さいという思いから筆を執りました。巷に溢

れる環境ホルモンの文字に辟易する向きも多い

かと思いますが，あえてその説明から入ること

にします。

横浜市立大学，井口泰泉教授の発案による環

境ホルモンという言葉は，専門家の中には不適

切な表現と考える方もいて物議をかもしたが，

環境ホルモン学会（正式名：日本内分泌攪乱化

学物質学会）の設立により，一応認知されたも

のと考えている。環境ホルモンとは，「内分泌

系に変化を引き起こすことにより，個体もしく

はその子孫の健康に悪影響をもたらす外因性物

質」あるいは「恒常性の維持，生殖，発生，あ

るいは行動に関与する体内のホルモンの合成，

分泌，輸送，結合，作用あるいは代謝・排泄を

阻害する外因性物質」との定義があり，文献上

では現在約70物質がその疑いをもたれている。

これらの中には，将来疑いが晴れる物質も含ま

れているかも知れないが，新たな物質が加わる

ことにより年々その数を増すであろうことは想

像に難くない。水産屋として最も関心のある水

生生物に対しては，（1）魚における雄の雌化

（精巣内に卵母細胞が見られたり，雄の血清中

に雌特異タンパク質が検出），（2）巻き貝や魚

における雌の雄化（雌に雄の生殖器が発達），

（3）魚における甲状腺障害（甲状腺の肥大）等

が環境ホルモンの影響として疑われている。大

抵の書店では関連書籍を所狭しと並べているの

で，興味のある方はお出かけあれ。現在のとこ

ろ，魚では（人間でも）雄の雌化を引き起こす

エストロゲン（女性ホルモン）作用が最も大き

な社会的関心事となっており，我々の研究室で

は化学物質のエストロゲン作用に注目して研究

を進めることにしている。

そこで，表題の環境ホルモンと魚の卵の関係

である。今，魚の卵および卵に関連するタンパ

ク質が環境ホルモンの指標として大きな注目を

集めている。上述の精巣内に検出された卵の例

以外にも，卵黄タンパク質の前駆タンパク質で

あるビテロジェニン（Vitellogenin）や卵膜構成

タンパク質の前駆タンパク質であるコリオジェ

ニン（Choriogenin）が，環境エストロゲン

（女性ホルモン作用を有する環境ホルモン）の

生物指標として各国で研究対象となっている。

特にビテロジェニンは，環境ホルモンの話に必

ず登場するキーワードとなった感があり，いく

つかの魚種ではその定量キットが国内外で既に

市販されている。ビテロジェニンは，卵巣内の

卵を取り囲む濾胞組織で作られるエストロゲン

（Estradiol－17β）が作用して肝臓で作られ，

血流に乗って卵巣まで運ばれ，卵黄形成期の卵

母細胞に特異的に取り込まれる。卵母細胞内に

取り込まれたビテロジェニンは，分子解裂後に

卵黄タンパク質（リポビテリン，ホスビチン等）

となり，卵発生時さらには孵化仔魚の栄養源と

なる。早い話，ビテロジェニンは卵の黄身の主

原料と考えて良い。本来ビテロジェニンは，卵

巣で作られる内因性のエストロゲンにより産生

が誘導されるため，卵黄形成期の雌にのみ見ら

れるタンパク質，雌特異血清タンパク質である

と考えられてきた。ただし，エストロゲンの投

与実験や飼料中にエストロゲン様の成分が含ま

れていた場合等，極限られた条件下でのみ雄や

未熟魚でも検出されることは知られていた。因

みに筆者は，ビテロジェニンを雌魚の成熟指標

の一つと考え，チョウザメやマダイ等の成熟に

伴う血中濃度の変化を明らかにしてきたが，雄

魚血清中の濃度はバックグラウンド値として扱

っていた。しかし，自然界の雄魚で高濃度のビ

テロジェニンが検出された例が報告されるや，

環境ホルモンとともに俄に時代の寵児となった

のである。ここで注意すべきは，雄の魚にビテ

環境ホルモンと魚の卵
藤井　一則

解 説
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ロジェニンが検出されたとしても，それが魚に

対してどのような影響をどの程度及ぼしている

かは現在のところ不明であるという点である。

もう一つのバイオマーカーとして取り上げた

コリオジェニンも，ビテロジェニン同様内因性

のエストロゲンにより肝臓で産生が誘導される

雌特異血清タンパク質である。コリオジェニン

は，卵膜内層を構成するタンパク質（ZI，ZP

または Zrp と呼ばれている）の前駆タンパク質

であり，メダカでは ZI－１,２に相当する Chg

H および ZI－３に相当する Chg L の２種類の

存在が知られている。我々がコリオジェニンに

注目する一番の理由は，ビテロジェニンよりも

低い濃度の環境エストロゲンで産生誘導される

こと，すなわちビテロジェニンよりも高感度の

バイオマーカーになり得ることを示唆する報告

（ノニルフェノールで大西洋サケ Salmo salar の

ビテロジェニン産生を誘導するには，コリオジ

ェニン（特に Zrp－β）の場合の約100倍量を

要する等）が出てきたからである。

前述のように，最も肝心の雄魚におけるビテ

ロジェニンやコリオジェニンの血中量が意味す

るところ，これらは本当に雌特異タンパク質な

のか？雄には意味のないタンパク質なのか？雄

ではどの程度の血中量が正常値または異常値な

のか？etc…は全く分かっていない。精巣内に

見られる卵についても，全てを化学物質の影響

とするには疑問が残る。そこで生物影響研究室

では，本年度から始まった環境プロジェクト研

究「農林水産業における内分泌かく乱物質の動

態解明と作用機構に関する総合研究（環境ホル

モン研究）」の中で「新規バイオマーカーによ

る内分泌かく乱物質の魚類への影響評価法の開

発と実態把握」という課題を担当し，（1）コリ

オジェニンの定量法の確立，（2）血中コリオジ

ェニン量と生殖異常との相関解明，（3）コリオ

ジェニンを指標とした自然界における内分泌か

く乱実態の把握，を目標とした研究を開始した。

開始してから４ヶ月しか経過していないので成

果をここに紹介する訳にはいかないが，本研究

を通して上記の疑問に対して一つでも多くの答

えを出したいと考えている。

ビテロジェニンを環境ホルモンと勘違いをし

ていた方，ご理解いただけたでしょうか。コリ

オジェニンに覆われたビテロジェニンの塊が，

キャビアでありイクラでありタラコです。研究

結果がもう少し出揃うまでは，醤油漬けイクラ

でも食べながら冷静に新聞記事を読んでいただ

ければ幸いです。

（生物影響研究室長）

環境ホルモンと疑われている化学物質に暴露中のマコガレイ。
化学物質の水中濃度とビテロジェニンやコリオジェニンの肝臓に

おける発現量，血中濃度および性ステロイドホルモンの血中濃度等
との関係を調べている。



カタクチイワシは瀬戸内海の主要な漁獲対象

種で，一般家庭や飲食店でごく日常的に食され

ている。ところが瀬戸内海西部（燧灘～周防灘，

伊予灘）での近年の漁獲量はカタクチイワシ，

シラスとも最盛期（1980年代後半）の半分に減少

している。くわえて漁撈・加工設備への過剰な

投資により，その漁業経営は深刻な状況にある。

これらの理由から，漁獲動向に対する漁業者や

関連業者の関心は高い。こうした背景を踏まえ，

1992年以来，瀬戸内海西部海域の浮魚資源担当者

グループはカタクチイワシの漁獲動向を把握す

るため，漁期初めの漁獲情報の交換を行ってい

る。以下に1999年の最新情報を報告する。

近年カタクチイワシの漁獲物にマイワシが混

入する割合（シラスを含む）が高くなったとい

う指摘があり，マイワシの情報も掲載した。漁

獲量については特に明記しない限り湿重量で示

した。

【香川県】

燧灘－香川・愛媛両県のパッチ網業者の話し

合いにより６月１日に試験操業を行った。その

結果に基づき，大羽漁は６月14日，シラス漁は

６月19日から始まった。７月10日までの漁獲量

は大羽560トン（前年比168％），中羽367トン

（1,807％），小羽152トン（232％），カエリ104ト

ン（50％），シラス268トン（64％），合計1451

トン（138％）であった。

漁獲量＝煮干し生産量×４

【広島県】

備後・芸予瀬戸，燧灘－６月14日から船びき

網漁が始まったが，漁獲量が少なく，２日操

業・３日休業を繰り返していた。７月中旬から

シラスが少し漁獲され始めた。

安芸灘・広島湾－６月10日から船びき網漁が

始まった。大羽は前年より多いもののアブライ

ワシ（低品質）が混じり，イリコは低価格で推

移している。シラスの漁獲量は全体的に少なく，

倉橋島の東を漁場とする倉橋島漁協のみが操業

している。その漁獲量は６月中旬に平年並み，

下旬から平年の６割前後と少ない。広島湾では

シラスがほとんど漁獲されない状況であるため，

カエリ～大羽をねらった漁が行われている。

【愛媛県】

燧灘－川之江，伊予三島地区の瀬戸内海機船

船びき網漁は６月14日から始まった。漁期当初

は漁獲の主体は大羽であったが，７月10日現在

は小羽～中羽である。６月の煮干生産量は177

トン（前年比121％）と多いが，解禁日が前年

より早かったので１日当たりの漁獲量に換算す

ればやや少なめである。ただし単価が高いため，

生産金額では前年を上回っている。シラス漁の

解禁日は６月19日であったが魚群が少なく，７

月10日現在，操業されていない。マイワシにつ

いては全長20cm 前後の大型の個体が混じるも

─ 7─
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瀬戸内海西部における1999年カタクチイワシ漁期初めの漁獲動向
河野　悌昌
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のの，煮干サイズの混獲はほとんどみられてい

ない。

伊予灘－上灘漁協のまき網によるカタクチイ

ワシ漁は５月下旬（前年より約３週間遅れ）か

ら始まった。６月までの主体は中羽～大羽であ

り，漁獲量は425トン（前年比147％）であった。

マイワシの混獲は今のところ確認されていな

い。伊予漁協の船びき網によるシラス漁は６月

中旬（1.5カ月遅れ）から始まった。６月の漁

獲量は16トン（50％）と低調であった。しかし，

ここでの漁獲の最盛期は例年７～８月であり，

今後の漁獲動向に注意したい。

【山口県】

伊予灘－光漁協の船びき網漁では３月からカ

タクチイワシの大羽が漁獲され始めた。６月中

旬から７月上旬まで400～600kg／日・統（２

隻・１網で１統）であったが，最近漁獲されな

くなった。チリメン，カエリ等の漁獲はまだな

い。平生町漁協の船びき網漁はまだ始まってい

ない。

広島湾－浮島漁協の船びき網漁は７月５日に

始まったが，少量の漁獲量（コンテナ１～２杯）

であったので現在は出漁を見送っている。

【大分県】

いずれの地区も漁期はこれからであるが，船

びき網漁による別府湾（伊予灘），臼杵湾・津

久見湾および佐伯湾（豊後水道）の５月のシラ

ス漁獲量は，それぞれ360トン（平年比836％），

6トン（111％）および54トン（132％）で，高

水準であった。特に別府湾では，５月としての

最高値を記録した。

別府湾の漁獲量＝製品（ちりめん）重量×

2.514

豊後水道の漁獲量＝製品（ちりめん）重量×

2.380

本年の漁期初めのカタクチイワシ漁は，前年

より好漁である海域が多い。しかし前年は最低

の水準に近く，依然として数年来の低水準から

抜けだしていない。一方，外海域である豊後水

道ではここ数年比較的好漁であり，本年もその

兆候がみられている。この海域での好漁は，外

海域での産卵量の増加や全国的にみられている

漁獲量の増加（例えば，日向灘や道東沖など）

と関連しているように思われる。

親魚資源量の指標である産卵量は1998年に周

防灘で顕著に増加した。一方，瀬戸内海東部海

域を含めた他の海域では軒並み減少した。この

結果，卵の分布に偏りがみられ，周防灘での産

卵量は瀬戸内海全体の６割を占めた。ここでは

瀬戸内海の他海域とくらべてカタクチイワシや

シラス漁への努力量が少なく，漁獲量も顕著に

少ない。したがって来遊親魚に対する漁業の影

響は少ないと考えられる。瀬戸内海でみられた

卵分布の偏りは，「全国的な資源増加→外海に

近い海域への来遊親魚の増加→少ない漁獲圧に

よる来遊親魚の保護」という構図が顕著にあら

われた結果であるのかも知れない。今後，資源

増加の結果と考えられる産卵量や漁獲量の増加

が，瀬戸内海全体に大きく波及することを期待

したい。

本年漁期初めのシラス漁は概して外海に近い

海域で好漁であった。一方，瀬戸内海の中央に

近い海域では漁獲量が少なかったり，操業の開

始が遅れている。近年，瀬戸内海，特に中央部

での産卵量は少なく，夏秋季のシラスの漁獲量

に急激な増加は見込めない状態である。今後の

漁獲動向には十分注目していく必要がある。

なお前年に引き続き，顕著なマイワシの漁獲

はみられなかった。またシラス漁へのマシラス

の混獲率も低かった。これらは外海のマイワシ

資源が減少していることを反映しているのであ

ろう。

（沿岸資源研究室）

以上の結果は下記のグループが集めたデータを河

野悌昌（瀬戸内水研）がとりまとめたものである。

米司　隆（広島県水試），安部享利（香川県水試），

谷川貴之（愛媛県中予水試東予分場），加藤利弘

（愛媛県中予水試），木村　博（山口県水研センター

内海研究部），末吉　隆（大分県海洋水研センター）
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はじめに

瀬戸内海等の閉鎖性内湾域は，森林，農地，

都市などから運ばれる豊富な栄養塩に支えられ

て，植物プランクトンがよく増殖するため魚介

類の豊富な海となっている。漁業は，この海か

ら魚介類や藻類を人間が採りあげて利用し，栄

養塩として海に戻すことで，栄養物質をうまく

循環させるシステムとして機能している。従っ

て，漁業は適正な管理の下では持続的な生産が

可能であり，本来環境保全型の産業として位置

づけることができる。

しかし，昭和30年代以降経済の高度成長に伴

い大量の有機物や栄養塩が流入したため水域の

富栄養化が急速に進行した。その結果，大規模

有害赤潮や夏季の底層水の貧酸素化などが毎年

発生し，魚介類のへい死など水産業に大きな被

害を与えている。また，開発に伴う埋立も急速

に進み，水産生物の生育場である藻場・干潟な

どの衰退，消失を引き起こした。

さらに，工場排水や下水等を通じて流入した

重金属，PCB や船底防汚剤の有機スズ化合物な

どの有害物質が，水や底質を汚染してきた。こ

れらの物質は，水生生物に急性あるいは慢性的

な影響を及ぼすとともに，その一部は極低濃度

で生物の内分泌系をかく乱し，再生産を阻害す

ることが明らかになり，水産資源生物等への影

響が危惧されている。また，有害物質は食物連

鎖を通じて水産生物に濃縮・蓄積され，安全な

食品供給の面で水産業に脅威となっている。

一方，漁獲技術向上で魚介類の獲りすぎによ

る水産資源の減少及び魚類，貝類養殖場で残餌

や糞の大量負荷による漁場老化等，漁業自体も

漁場環境にかなり悪影響を与えている。

この様な変化は，閉鎖性内湾域の生態系のバ

ランスを崩し，水産業の大きな生産阻害要因と

なっている。安全な水産物の安定な供給には，

環境保全型の産業である漁業の基盤となる漁場

環境の保全を図ることが重要であり，これら現

象の機構解明，その影響評価，対応のための技

術開発などが急務となっている。

瀬戸内海区水産研究所の発足

このような状況で水産の基本政策も，従来の

「資源の持続的利用」に，「漁場環境の回復力の

範囲で利用すること」を柱として加える方向で

見直しが行われている。昨年10月に水産庁研究

所の組織が変わり，漁場環境保全研究を主要な

柱のひとつとする瀬戸内海区水産研究所が新た

に発足し，その関係の研究部が重点的に配置さ

れた。また，漁場環境保全研究官が新設され，

関連分野の国内外の研究動向と研究ニーズの収

集と分析，研究成果のとりまとめ，研究の企

画・立案，さらに関連突発事故への対応等を担

当することになった。

さらに，水産庁長官通達で，当研究所が瀬戸

内海ブロック関係県水産試験場の代表をメンバ

ーとする研究推進会議に加えて，新たに専門分

野別の「漁場環境保全研究推進全国会議」（以

下推進会議と略）を主催することが定められた。

推進会議は，漁場環境保全に関わる試験研究分

野において全国的に産・学・官の連携を深め，

研究交流を積極的に推進し，研究の効果的推進

と成果の活用普及を図ることを目的としてい

る。平成11年度の第１回会議を６月に開くこと

として準備を進め，全国を対象とする会議のた

め構成者は①水産庁その他国立研究機関の代表

者，②都道府県試験研究機関の各ブロックの代

表者，及び③所長が適当と認める機関，団体等

の代表者とすること，さらに関連分野の研究推

進を図るために推進会議の下に赤潮・貝毒部会

と有害物質部会の２部会を設置するなどの案を

作成した。それぞれの部会は，その関連分野の

研究・技術開発ニーズの集約，研究成果の情報

交換等を通じて連携・調整を行うことを目的に

関連の部門が担当して各試験研究機関の担当者

－　人と海が共存し続けるために　－
「平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議」の開催 有馬　郷司

連 携 調 整
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で構成することとなっている。

漁場環境保全研究の基本的な考え方と連携

漁場環境保全研究は，養殖や水産工学などの

ような専門的学問分野ではなく漁場環境に関す

る雑多な問題が含まれており，そのすべてに直

接対応することは困難である。そこで現実的に

は基本的な分野構成は概念図に示すように左右

に位置する赤潮・貝毒研究部門と有害物質研究

部門と真ん中に沿岸海洋環境動態研究部門が位

置し，各研究部門が有機的に連携することで漁

場環境保全研究の効率的な推進が可能となると

いう形で整理できよう。そのためには，水産庁

研究所が中心となって都道府県水産試験場等の

連携・協力のもとに研究推進体制を作ることが

重要である。

赤潮・有毒プランクトン研究部門は，赤潮有

毒プランクトン発生の仕組みや発生予察・被害

防止技術の開発について研究し，有害物質研究

部門は，海域環境における有害物質の動態と水

域生態系に対する影響を明らかにするための研

究を行う。沿岸海洋環境動態研究部門は，沿岸

域の海洋構造特性や低次生物生産力の評価と藻

場・干潟の機能及び生産阻害要因を明らかにす

るための研究を行う。それぞれの部門の水産研

究所での分担は，赤潮・有毒プランクトン部門

を赤潮環境部及び東北区水産研究所海区水産業

研究部が，有害物質部門を環境保全部が，さら

に沿岸海洋環境動態研究部門を瀬戸内海海洋環

境部と各海区水産研究所の海洋環境部及び海区

水産業研究部でそれぞれ主に対応することとな

っている。

（漁場環境保全研究官）

平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議の

概要を以下に示す。

持続的な漁業生産

漁場環境の保全技術の開発
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成11年６月25日　13：30～17：00

場　所　　東方２００１

広島市東区光町2丁目７－31

２　出席者所属機関及び人数 22機関　 40名

３　結果の概要

平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議報告書

瀬戸内海区水産研究所長から，持続的な漁業生産の阻害要因として赤

潮・貝毒，有害物質等が全国的な課題となっているが，平成10年10月の

組織改編により漁場環境保全研究を重点化したのに伴い，「漁場環境保

全研究推進全国会議」を開催することとなった。今回が初めての会議と

なり，皆さんの忌憚のないご意見をいただきたい旨挨拶した。

水産庁資源生産推進部長から，中央水産研究所以外で専門分野別の推

進会議を開催するのは，瀬戸内海区水産研究所だけであり，期待は大き

い。行政面でも水産基本政策検討会で大転換を行い資源の持続的利用と

ともに，漁場環境保全（環境の回復力の範囲で海を利用すること）の重

要性が取り上げられることとなった。「持続的養殖生産確保法」やダイ

オキシン対策の立法措置等もその流れであり，本会議で漁場環境保全研

究の推進方向について十分な論議をお願いする旨の挨拶があった。

座長に瀬戸内海区水産研究所企画連絡室長が選出された。

漁場環境保全研究官より，水産庁長官通達による本推進会議設置の

経緯，趣旨，組織と構成員並びに運営，研究成果の集約方法と分野，

研究体制と連携並びに本推進会議のもとに研究連携・調整を行うため

２部会（「赤潮・貝毒部会」・「有害物質部会」）を設置することにつ

いての説明があり，論議した。

漁場の環境保全をめぐる試験研究および行政施策について以下の情

勢解説があった。

①瀬戸内海海洋環境部長より，瀬戸内海海洋環境について情勢と研究

の進捗状況の説明があり，主要成果として「海産自由生活性線虫類

の培養技術開発」について解説があった。

②赤潮環境部長より，赤潮・貝毒について国内外情勢，研究の現状

開　　会

挨　　拶

座長選出

議　　事

（1）漁場環境保全研究

推進全国会議設置の

経緯

（2）漁場環境保全をめ

ぐる最近の情勢

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長
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「赤潮・貝毒部会」，さらに水産庁の事業との関連が説明され，主要

成果として特許取得した「麻痺性貝毒原因プランクトンのシスト計数

法の発明」について解説があった。

③環境保全部長より，特に有害物質についてダイオキシン及び内分泌

かく乱物質をめぐる国内外情勢，実施研究課題の進捗状況と，「有害

物質部会」について説明があり，主要成果として「生物モニタリン

グシステムの構築（カツオ肝臓中有害物質濃度の生息水域による変

動）」について解説があった。

④海区水産業研究部長より瀬戸内海の漁業生産量の変遷について富栄

養化との関係を中心に説明があった。

⑤栽培養殖課課長補佐より持続的養殖生産確保法の説明，法律施行に

あたってのスケジュール，基本方針（案），運用通達等についての解

説があった。

⑥漁場資源課生態系保全室長よりダイオキシン対策にかかる最近の国

内情勢と関連法制定の動きについての解説があった。

研究ニーズの集約及び研究推進方向について提案した。

①漁場環境保全研究官から現在の研究ニーズの集約方法を整理した資

料をもとに説明し，論議した。

②研究ニーズと研究推進方針について集約した資料をもとに，海洋環

境（瀬戸内海海洋環境部長），赤潮・貝毒（赤潮環境部長），有害物

質（環境保全部長）の分野毎に対応状況，今後の推進方針，課題化

について整理・提示し，論議した。

座長が論議を深めるべき点について議題を整理し，以下の項目を中

心に総合的に論議した。

①研究推進全国会議に設置する赤潮・貝毒部会及び有害物質部会の運

営方法

②研究ニーズの集約，受け渡し方法及び研究の推進方策

③成果の利活用

④持続的養殖生産確保法関連技術開発

⑤突発的漁場環境汚染に関する調査体制

さらに，水産試験場の各ブロック代表等に漁場環境保全研究でそれ

ぞれの立場から重要な推進方向について意見を求めた。

これらの論議・提言を集約・整理し，漁場環境保全研究の推進を図

ることとした。

瀬戸内海区水産研究所企画連絡室長が閉会を宣言した。

（3）漁場環境保全研究

ニーズと研究推進方針

（4）総合討論

閉　　会

議　　　題 結　果　の　概　要
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１．経緯及び趣旨

漁場環境保全研究分野を瀬戸内海区水産研究

所に集中・統合することにより全国的視野で漁

場環境保全研究を推進することが，平成10年10

月に実施した水産庁研究所組織改正のねらいの

１つであった。組織改正の目的，すなわち，安

全な水産物を安定供給し，その基盤となる閉鎖

性内湾域の漁場環境保全研究及び技術開発を全

国的に推進するために，水産庁長官通達「水産

業関係試験研究の効率的推進について」に基づ

き，漁場環境保全研究分野でも増養殖，利用加

工及び水産工学などと同様に専門分野別推進会

議〔漁場環境保全研究推進全国会議（以下全国

会議）〕を開催することになった。

沿岸域の漁場環境変化は，埋立や浚渫など海

岸や海底形状の変化，陸域からの有機物，栄養

塩及び有害物質の流入あるいは魚類や貝類養殖

による残餌や糞の堆積など多様な要因により引

き起こされ，漁場の老化，環境変化に伴う生態

系のバランス崩壊あるいは海域生物生産構造の

変化，水産資源の減少及び水産生物の安全性の

確保に対して多くの悪影響を及ぼしている。こ

のように，漁場環境保全研究は本来学際的な研

究で，多くの基礎的研究分野の集合が必要であ

り，多面的な検討が必要であるが，当面，赤

潮・貝毒（赤潮・貝毒部会）と有害物質汚染

（有害物質部会）に係る２部会を設置し，専門

的な事項について技術開発の動向，研究ニ－ズ

の集約及び研究成果の情報交換を通して関係研

究機関の連携・調整を強化することが平成11年

６月25日に開催された全国会議において承認さ

れた。

２．平成11年度有害物質部会の概要

上述した全国会議及び部会の趣旨に従って，

大学，行政，自治体研究機関，各種団体及び水

産研究所の48機関から77名の出席者により平成

11年７月15日に広島市においてシンポジウム形

式で開催した。本年度の部会では，特に，近年

問題になっている内分泌かく乱物質の生物検定

法の現状と今後の課題をテーマとして選定し

た。生物検定法の確立は，水生生物への影響実

態及び作用機構の解明の基礎であり，技会プロ

ジェクト研究「農林水産業における内分泌かく

乱物質の動態解明と作用機構に関する総合研

究」など今後の調査・研究への貢献を意図し，

７人の講師による話題提供を素材にして標準的

試験法の確立に関する諸問題を検討した。

報告された７つの課題は最近の情勢，魚類内

分泌機構，生物検定法の発展の歴史と諸外国及

び我が国での開発状況に分類されるが，その概

要は以下の通りである。

①ダイオキシン類及び内分泌かく乱物質に関

する最近の情勢では，「内分泌かく乱物質」影

響調査検討会報告（水産庁）及びプレスリリー

ス資料などを用いて汚染状況などの情勢が説明

された。また，ダイオキシン対策特別措置法の

概要が説明され，今後の調査・研究の方向性が

示唆された。

②魚類を用いた生物検定法の歴史では，その

生物検定法の歴史を総括し，「内分泌かく乱物

質」の生物検定のための検討事項やシンポジウ

ムの趣旨について提案した。

③魚類生殖内分泌機構に及ぼす内分泌かく乱

物質の影響では，魚類の視床下部－脳下垂体－

生殖腺系における内分泌系の作用機構について

説明するとともに，内分泌かく乱物質の影響及

び影響評価試験法の開発における問題点を指摘

した。

④ OECD における生物検定法開発の現状で

は，アメリカ環境保護庁（EPA）及び OECD

における in vitro 法，哺乳動物による方法，両

生類の変態アッセイ法及び魚類による方法の現

状と問題点が説明された。

我が国における検定法開発の現状について，

漁場環境保全研究推進全国会議有害物質部会報告
山田　　久
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⑤マミチョグの受精卵から稚魚の生活段階を対

象とする初期生活段階毒性試験，⑥メダカの全

生活史を対象とする毒性試験法及び⑦ヒメダカ

の生殖行動（追尾行動，求愛円舞及び交叉行動）

の環境ホルモンによる変化と毒性試験への応用

の可能性が報告された。

以上の話題提供を基にして①試験魚，②暴露

方法，③影響評価指標，④その他の技術的問題

の視点から総合的に討議した。①試験魚は，内

分泌系に関する知見が多く，仔稚魚の飼育が容

易，生活史が短いこと等の条件を備える魚類

（ヒメダカ及びマミチョグなど）が適してるこ

とが示唆された。②内分泌かく乱物質への暴露

は，魚類の性が発生初期の非常に短い期間に行

われている可能性が大きいことから判断して，

基本的には初期生活段階における暴露試験が必

要であり，さらに，次世代影響あるいは成熟の

阻害等特定の生活段階を対象とする暴露試験法

の確立も必要であることが明らかにされた。③

女性ホルモン様物質の影響評価のためにビテロ

ジェニンなどの種々の指標が提案されている

が，男性ホルモン様物質の影響評価のための指

標をさらに検討することが今後の重要な課題で

あることが示唆された。④今後の技術的問題と

して塩化ビニール製品の使用の可否，使用でき

る溶解助剤，エストラジオール等の測定方法等

の技術的問題点について多くの知見・経験が紹

介された。

これらの議論を通して，内分泌かく乱物質に

よる水域汚染の現状及び汚染状況評価のための

試験法（生物検定法）開発の現状並びに今後の

課題について理解を深めることができた。

３．今後の課題

研究推進全国会議は研究の戦略を，また，部

会は戦術を検討すると場であるとしばしば指摘

される。一方，部会は専門分野の研究の連携と

調整をする会議であると部会設置の目的に述べ

られている。研究の連携・調整には，関係機関

における研究の分担・共同研究及び分析法や研

究手法の統一など多種多様な事項が含まれる。

有害物質汚染に係る研究は，微量分析や毒性試

験などその研究領域の特殊性のために，水産試

験場では手薄な分野であり，主として水産研究

所で行われてきた。したがって，関連試験研究

分野の分担・協力など研究推進体制を早急に確

立することは困難である。しかし，今後，流出

油事故など突発的な事故に対し，水産研究機関

が連携・協力して緊急共同調査・研究を推進す

る必要性が想定され，緊急的な調査研究に備え

るためにも有害物質部会を通して研究手法の改

良及び統一など技術的な諸問題について連携・

調整を強化したいと考えている。

（環境保全部長）
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１　開催日時・場所　　　　　　日　時　　平成11年７月15日　13：00～17：10

場　所　　東方２００１

広島市東区光町2丁目７－31

２　出席者所属機関及び人数 48機関　 77名

３　結果の概要

平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議有害物質部会報告書

瀬戸内海区水産研究所環境保全部水質化学研究室長が開会宣言及び
司会で議事を進行した。

瀬戸内海区水産研究所長から，平成10年10月の組織改正により瀬戸
内海区水産研究所に漁場環境保全研究が集中・統合されたのに伴って
「漁場環境保全研究全国会議」を開催することになった。全国会議には
専門的な事項の情報交換，連携，協力，研究成果の普及等を部会で推
進したいと考えている。本日の有害物質部会では「環境ホルモン」を
巡る最近の情勢と魚類を用いた生物検定を取り上げたが，今後の研究
推進のためにも活発な討議を期待したい旨挨拶した。

漁場環境保全研究官より，資料３に基づき水産庁長官通達による本
推進会議設置の経緯，趣旨，組織と構成員等について説明された。ま
た，研究の連携と調整のために２つの部会（「赤潮・貝毒部会」及び
「有害物質部会」）を設置することが説明されるとともに，平成11年度
全国会議の概要が報告された。

開発の現状と今後の課題を明確にすることによりこの分野の研究の
推進に貢献することを目的とし，７つの話題提供を素材として環境保
全部長の司会で討議した。
①ダイオキシン類及び内分泌かく乱物質に関する最近の情勢：「環境
ホルモン」影響調査検討会報告(水産庁)及びプレスリリ－ス資料など
を用いて汚染状況等情勢が説明された。また，ダイオキシン対策特
別措置法の概要が説明され，今後の調査・研究の方向が示唆された。

②魚類を用いた生物検定法の歴史：魚類を用いた生物検定法の歴史を
総括し，「環境ホルモン」の生物検定のための検討事項やシンポジウ
ムの趣旨について提案した。

③魚類生殖内分泌機構に及ぼす環境ホルモンの影響：魚類の視床下
部－脳下垂体－生殖腺系における内分泌系の作用機構について説明
するとともに，環境ホルモンの影響及び影響評価試験法の開発にお
ける問題点を指摘した。

開　　会

挨　　拶

議　　事
（1）漁場環境保全研究
推進全国会議及び有
害物質部会について

（2）シンポジウム「内
分泌かく乱物質の魚
類による生物検定法」
①講演内容の概要

議　　　題 結　果　の　概　要

主催責任者 瀬戸内海区水産研究所長



─ 16─

瀬戸内水研ニュース　No.2（1999.8）

④ OECD における生物検定法開発の現状：アメリカ環境保護庁（EPA）
及び OECD における in vitro 法，哺乳動物による方法，両生類の変態
アッセイ法及び魚類による方法の現状と問題点が説明された。
我が国における検定法開発の現状について以下の３つの話題が報告
された。

⑤マミチョグの初期生活段階毒性試験： マミチョグの試験生物として
の意義，受精卵から稚魚の生活段階を対象とする試験の概要及び適
応例が説明された。

⑥魚類を用いたホルモン様作用物質の試験法開発について： メダカを
用いた全生活史毒性試験の概要及びビスフェノ－ルＡの影響評価に
対する応用例が説明された。次世代への影響評価手法が今後の課題
であることが述べられた。

⑦魚類生殖行動を指標とする毒性試験：ヒメダカの生殖行動（追尾行
動，求愛円舞及び交叉行動）の環境ホルモンによる変化が解説され，
特に，交叉行動変化が環境ホルモンに対して敏感であり，これらが
生物検定の影響指標として有効であることが実験結果に基づいて説
明された。

以上の話題提供を基にして①試験魚，②暴露方法，③影響評価指標，
④その他の技術的問題の視点から討議した。
①試験漁：内分泌系に関する知見が多い，仔稚魚の飼育が容易，生活
史が短いこと等の条件を備える魚類を選定する必要がある。ヒメダ
カ，マミチョグ，ジャワメダカなどが試験魚として適している。

②暴露方法：魚類の性の決定は，発生初期の非常に短い期間に行われ
ている可能性が大きいために，基本的には初期生活段階における暴
露試験が必要である。次世代影響あるいは成熟の阻害等特定の生活
段階を対象とする暴露試験法の確立も必要である。また，陽性対照
試験のために標準物質（OECD ではエチニ－ルエストラジオ－ルを
使用）の選定及びそれらの測定法の確立が必要である。

③影響評価指標：女性ホルモン様物質の影響評価のために種々の指標
が提案されているが，男性ホルモン様物質の影響評価のための指標
をさらに検討する必要がある。性行動の変化と CYP1A の関連性の追
求，生殖腺組織異常の検索手法（連続切片の観察）の統一の必要性
が指摘された。

④技術的問題：塩化ビニ－ル製品の使用の可否，使用できる溶解助剤，
エストラジオ－ル等の測定方法等の技術的問題点について多くの知
見・経験が紹介された。

環境保全部長から，資料５により次年度以降の部会運営等について
①次年度の開催計画（開催時期及びテ－マ）並びに②部会運営のため
の世話人会の設置を提案し，論議した。
これに対し，専門的な情報提供の他に関連研究の連携・調整も重要

であることが指摘された。水産試験場等の調査・研究の動向とも密接
に関連するが，部会の上位に位置する全国会議及び部会世話人会とも
協議し，部会検討課題の選定及び話題提供者の人選等を通して連携・
調整を図り，平成12年度も本部会を開催することにした。

瀬戸内海区水産研究所環境保全部長が閉会を宣言した。

②総合討論

（3）今後の部会の運営
等について

閉　　会

議　　　題 結　果　の　概　要
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低次生産生物と海洋環境を扱う研究室で，赤

潮環境部の旧２室（海況動態研究室・漁場保全

研究室）が母体となって誕生しました。低次生

産生物は魚介類等の餌として，その生産を支え

る上で大変重要な生物群であり，低次生物の生

産機構及びこれと強く関わりのある環境動態を

解明することが，当研究室の重要な課題です。

低次生産生物の中にも様々な生物群が存在し，

環境により制御され，さらに捕食や競争等によ

って互いに影響しながら，時空間的に独特の生

物相を作り上げていると考えられます。主な生

物群としては，植物プランクトン，動物プラン

クトン及びベントス等が挙げられます。植物プ

ランクトンは言うまでもなく基礎生産者として

動物プランクトンや貝類の餌となり，動物プラ

ンクトンは植物プランクトンを喰い，逆に魚介

類の餌となる，いわば食物の仲介者として大変

重要です。また，ベントスは海底の生物やその

死骸，あるいはこれを分解するバクテリアを餌

としており，有機物を分解することによって底

質の浄化を促進し，さらに海底付近に生息する

魚介類の餌となると考えられます。これらの主

要な生物群は研究室の構成メンバー３人の専門

がそのままあてはまります。

神山孝史主任研究官は微小動物プランクトン

の主要なグループである有鐘繊毛虫類の専門家

で，その個体群変動機構及び沿岸生態系で果た

す役割を明らかにしてきました。また，有鐘繊

毛虫類の赤潮・有毒プランクトンに対する捕食

圧の解明，微生物食物連鎖における動態解明な

どさらに広く研究を進めています。詳細は多く

の論文の他に南西水研ニュース（第57号, 2～

4・有鐘繊毛虫って何ですか）に解説がありま

すのでご覧下さい。辻野　睦研究員はメイオベ

ントス－ベントス（底生動物）の中でも体長が

非常に小さい底生動物－の数少ない専門家の一

人です。メイオベントスの中でも量的に高い割

合を占める線虫類に研究を集中していますが

（線虫類－海底の小さな主役，南西水研ニュー

ス, 59号），培養による生活史解明など，従来余

り知られていなかった底生生物に光を当てつつ

あります。内田卓志（室長）は植物プランクト

ン，海藻類等藻類の個体群生態学的研究を行っ

ていますが，今後ともに環境が藻類の種組成に

及ぼす影響，藻類の種組成と他の生物との関係

などを中心に進めていきたいと考えています。

特に水産生物の餌としての藻類という古くて新

しい課題を属・種レベルで検討できればと考え

ています。現在，我々３人の他に，ベルギー出

身のオリビエ　デカンプさんが STA フェロー

として当研究室を拠点に活躍しており，アメー

バやバクテリアの動態を環境やプランクトンブ

ルームとの関連から解析する研究を大変精力的

に行っています。契約が今年の末までなのが残

念です。

様々な漁業・養殖業が営まれ，しかも環境問

題の深刻な瀬戸内海では，「望ましい生態系」

についての具体的な議論が重要なことと受け止

めています。我々としては，瀬戸内海の環境及

び生態系研究を通じてこの問題に取り組んで行

きたいと考えています。

（Ｔ．Ｕ）

瀬戸内海海洋環境部 生産環境研究室
研 究 室 紹 介

（T.U）



瀬戸内水研ニュース　No.2（1999.8）

─ 18─

都井岬最先端の民宿

平成９年11月25日，私は，宮崎空港に降り立

ち，串間市に向かいました。宮崎市南端の宮崎

空港から，鹿児島県境の串間市へは70km 程の距

離です。しかし，海岸沿いの細い道を，うっそ

うたる熱帯性の茂みをかき分けるように走るの

で，なかなか前へは進みません。３時間以上も

かかって到着した私たちの宿舎は，野性馬で有

名な都井岬の最先端にある，小さな民宿でした。

見据える野性馬

翌26日早朝，いつもよりも張り切って，ジョ

ギングに出かけました。薄明かりの中，少し走

ると，いるわ，いるわ，多数の野性馬が道端で

草をはんでいます。ここでは，野性馬が当然の

存在であり，私は明らかに少数派の異端者のよ

うです。そして，都井岬灯台へ向かう路上で，

やっぱり出会ってしまったのです。まるで，そ

こから先への立ち入りを拒むかのごとく，真っ

正面からこちらを見据えている野性馬に。両者

の勝敗は一瞬にして決し，私は来た道をそろり

そろりと引き返しました。

藻場とサンゴ

その日，瀬戸内海なら調査を中止することに

なりそうな波でも，都井岬の漁業者にとっては

普通のことのようでした。おかげで，（社）日

本水産資源保護協会が主催し，串間市東漁業協

同組合の会議室で開かれる研修会での，藻場に

関する講演に先立つ午前中に，地先の海底を潜

水観察できました。最近になって，かなりの範

囲で藻場が減ったとの説明を受けていた海底に

は，藻場をつくる海藻・ホンダワラ類に比べて，

テーブルサンゴと熱帯性の魚類が目立ちます。

もし，今後，海藻類だけでなくサンゴも減って

いくようなら水質の汚濁を，または，サンゴと

熱帯魚類が増えていくなら海水温の上昇を念頭

に置き，長期間での環境の変化と海底の変化と

の関係を解析したいものです。

大道具・小道具

午後，漁協の会議室で，テーブルや椅子を配

置し，県水産試験場から運んだスクリーン，プ

ロジェクタ，VTR などをセットして，講演会場

をつくりました。私には，その様子が，小さな

劇団の引っ越し公演の様子と重なっているよう

に思えたものです。小さくて地方を廻る劇団で

は，団長でも主役でも誰でもが，大道具を運び，

小道具をセットして，出演するメンバーが活躍

しやすいように舞台をつくるのです。

講演より公演

私は，講演に VTR 等も使いますし，なるべ

く聴き手を飽きさせない努力を払います。続い

て，宮崎県水試の清水　博氏が具体的な課題に

ついて講演されました。見ると，氏は，午前中

に海からあげてきた一抱えもある石を取り出

し，実物を前に説明を始めました。その石には，

これまで地元で謎とされていた，藻場をつくる

海藻・ホンダワラ類の「新芽」がたくさん付い

ていたのです（写真１）。その瞬間から，演者

と聴き手の垣根が払われ，場の空気が親睦会に

変わりました。講演も，口先や機械に頼らず体

を張っての「公演」が理想なのだと，良い勉強

になりました。

（藻場・干潟生産研究室長）

寺脇　利信

出 張 報 告

都
と

井
い

岬
みさき

公演（?）旅日記

写真１．藻場をつくるホンダワラ類の付着器と新芽
（現地では薄く砂泥をかぶっているし，形態
も特殊でり分りにくい）
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はじめに

「チューニング VPA 用ソフトウエアの使用

方法の習得のためアメリカに行きませんか？」

丁寧だけど何か力強い意思を感じ取れる中央水

研和田時夫資源管理研究室長（現水産庁研究管

理官）のお誘いの一言で私たちのアメリカへの

旅ははじまりました（出張期間：1999年４月10

日～1999年４月17日）。

さて，資源評価担当者以外の人には VPA は

聞きなれない用語だと思います。VPA とは年別

年齢別漁獲尾数等をもとに年別年齢別資源尾数

を計算する方法で，「我が国周辺漁業資源調査」

の中で TAC 対象魚種を含めた多くの魚種の資

源評価に用いられているものです。VPA は大別

してシングルコホート解析，セパラブル VPA，

チューニング VPA があります。チューニング

VPA は近年，国際漁業委員会等で使われている

ことが多いようです（山田・田中　1999）。現

在のところ日本国内での水産資源の評価はほと

んどの場合シングルコホート解析で行われてい

ます。しかし，我が国周辺の TAC 対象魚種等

の資源評価・管理の場面では対外国とのやりと

りが予想されます。

日本でもチューニング VPA を用いて資源評

価をするなり，たとえ使わないとしてもチュー

ニング VPA の特性を基本的に理解しておく必

要があります。チューニング VPA は，年別年

齢別漁獲尾数データ以外の情報，たとえば調査

船調査等による資源量指数を用いて最近年の資

源量（漁獲圧）を推定し，この資源量（漁獲圧）

を出発点として過去にさかのぼって年別年齢別

資源量を推定する方法です。資源量推定のため

の卵稚仔魚調査・解析を担当してきた者とし

て，漁獲データ依存型の資源量推定法と調査船

データ依存型の資源量推定法の混合形ともいえ

るチューニング VPA は非常に興味深い資源量

推定方法に思えました。

“WHAT”

成田からポートランド，さらに小型飛行機に

乗り換え，私たちの修行の地，米国オレゴン州

ニューポートにある NOAA 北西水産科学セン

ター，ニューポート実験所にたどりつきました

（図1）。

写真１は，ポートランド空港～ニユーポート

空港を運航している小型飛行機に乗ったときに

写したものです。中央の橋（Yaquina Bay

Bridge：正しい発音がわからない）の手前にあ

るオレゴン州立大学の海洋科学センターの敷地

内にニューポート実験所は位置します。

銭谷　　弘

出 張 報 告
What is“WHAT”?

図１．ニューポートの位置，日本の函館ぐらいの緯
度に相当する。

写真１．Yaquina Bay Bridge 近辺の航空写真。橋の
手前がオレゴン州立大学の海洋科学センター
の敷地。



米国版チューニング VPA 用ソフトウエアの

紹介および使い方の指導は Ray Conser 博士が

対応してくれました（写真２）。

Conser 博士は 10年以上も前からチューニング

VPA を手がけていた権威です。NOAA 北東水

産科学センター（ウッズホール）に在籍中，

ICCAT（大西洋マグロ類保存国際委員会）にお

いて，チューニング VPA を使用した資源解析

手法に関する報告をしています（Conser and

Powers 1989）。紹介されたソフトウエアの名前

は“WHAT”（Woods Hole Assessment Toolbox

の略名）と言います。決して，“何？”という

意味ではありません。Conser 博士の講義は，

３日間にわたりチューニング VPA の原理から，

“WHAT”の使用方法の留意点，解析結果の検

討などこれでもかというほど緻密に行われまし

た。和田さんと Conser 博士はサバをモデルケ

ースに解析結果について討論を楽しんでいるか

のようでした。一方私のほうは，肝心のソフト

ウエアの使用方法の段階で無理な条件設定をし

てつまづいたのが運のつきで頭の中が“WHAT”

ならぬ“Why?”な状態に陥ってしまいました。

結局，３日目に和田さんの指摘により無理な条

件設定をしていることが判明し，ようやく資源

量を計算するための操作ができるようになりま

した。なお最後の日には短い時間ですが

Conser 博士と２人きりで話をする機会をいた

だき，私の手持ちのデータ（マイワシ）でチュ

ーニング VPA をするためのアドバイスを受け

ることができました。

まとめ

最後に私なりの“WHAT”の使用実感を述べ

させていただきます。

①日本の資源解析用ソフトは N88－Basic で作

成されたものが多く，特定のメーカーのコン

ピューターでしか動かせないのでいろいろと

面倒が多いようです。その点“WHAT”は

Windows 上で動くのが魅力です。

②資源解析の国際標準（レトロスペクテイブア

ナライシス，ブートストラップ法での誤差評

価）が完備しています。 残念ながら，瀬戸

内水研の資源担当者が頻繁に使用していた

「パソコンによる資源解析プログラム集（II）」

（中央水産研究所生物生態部数理生態研究室

（編） 1990）ではチューニング VPA のプロ

グラムはいくつかありますが，レトロスペク

テイブアナライシス，ブートストラップ法は

導入されていません。

③凝った作りの画面構成（図2）をみていただ
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写真２．Conser 博士（向かって１番左）と和田研究
管理官（向かって１番右）。仕事の後にスタ
ッフの人たちと…。

図２．WHATの立ち上がり画面（上）と初期設定入
力用画面（下）。



「有害藻類の管理と緩和に関する会議

（Conference on Harmful Algae Management and

Mitigation）」が去る５月10～14日にフィリピン

国の Subic Bay Freeport Zone において開催さ

れ，大島泰克教授（東北大学大学院農学研究科

応用生化学研究室），大久保慎課長補佐（水産

庁資源生産推進部漁場資源課），玉井恭一部長

（瀬戸内海区水産研究所赤潮環境部），山崎　誠

室長（東北区水産研究所海区水産業研究部海区

産業研究室）らとともに，この会議に出席した

ので以下に報告致します。

本会議は予てからその開催が待望されてお

り，1998年５月に行われた有害藻類管理プロジ

ェクトのプログラム運営委員会においてその開

催が取り決められ，アジア太平洋経済協力機構

（APEC：Asia-Pacific Economic Cooperation）と

政府間海洋学委員会（IOC：Intergovernmental

Oceanographic Commission）の支援のもと，フ

ィリピン大学の協力によりようやく実現したシ

ンポジウム形式の会議でした。参加国は，フィ

リピン，アメリカ合衆国，カナダ，イギリス，

日本，マレーシア，メキシコ，オーストラリア，

ニュージーランド，中国，ベトナム，チリ，タ

イ国，台湾，ベネズエラ，インドネシア等の18

カ国で，正式な参加登録者は104名に及んでい

ました。この会議の目的は「海洋生物資源の持

続的利用を促進するために，有害藻類の管理と

それによる被害を緩和することにある」とされ，

これを反映して会議では現状報告から具体的な

改善策や取り組みの紹介や提言，ガイドライン

の作成にまで及びました。現状報告では，主に

アジアと中南米の各国から，有害・有毒プラン

クトンの発生と被害の現状について報告があ

り，特に東南アジア海域での被害の広域化があ

らためて認識されました。「日本の赤潮と貝毒

の発生状況」については，玉井部長に報告して

いただきました。また，APEC 諸国間における

有害・有毒プランクトンの発生，調査，研究に

おける各国間の情報ネットワークの強化や貝毒

分析法や毒標品の国際的な標準化についても提

起がありました。

これらの講演やポスター発表の合間に，２つ

のワークショップが行われました。その一つの
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ければわかると思いますが，専門知識をもっ

たソフトウエア開発支援者が研究所にいるよ

うです。分業体制が確立している米国のシス

テムの一端を垣間見た思いがしました。

なお，“WHAT”はその後各水研の TAC 資源

評価担者等にも配布され，さらなる検討が加え

られているところです。

（沿岸資源研究室）

参考文献
Conser R. J. and Powers J. E.（1989）: Extensions of
the ADAPT VPA tuning method designed to facilitate
assessment work on tuna and swordfish stocks. ICCAT
working document. 
中央水産研究所生物生態部数理生態研究室（編）
（1990）パソコンによる資源解析プログラム集（Ⅱ）
山田作太郎・田中栄次（1999）水産資源解析学，成山
堂，東京，151pp．

「有害藻類の管理と緩和に関する会議」に参加して
小谷　祐一

写真１．ガイドライン作成のための最後の討論会議
の一コマ。中央は運営委員長のホール博士。



毒分析ワークショップでは，毒分析に関する研

究報告，分析手法に関するトレーニングなどが

行われました。プランクトンワークショップで

は有害・有毒プランクトンの分類学と生物学に

関する研究報告，標本採集と観察のトレーニン

グが行われました。私はこのワークショップで

「日本における Gymnodinium catenatum による

麻痺性貝毒の発生」について報告しました。ま

た，セッションミーティングでは６つのセッシ

ョンに分かれて議論が行われました。セッショ

ンによっては深夜にも及ぶ熱心な議論が行わ

れ，最終的にはそれらの結果を集約してガイド

ラインが作成されました。さらに，運営委員会や

タスクチームのミーティングが早朝から行われる

など，いつも感心するのですが，その精力的な取

り組みには頭が下がる思いでした。なお，本会議

のプログラム，参加者名簿や講演要旨等がホーム

ページにて紹介されていますので，関心のある

方は http://vm.cfsan.fda.gov/~frf/sfhamm.html

にアクセスしてみて下さい。

さて，会議の内容の詳細は左記のホームペー

ジを見ていただくことにして，以下に今回のフ

ィリピン訪問で感じたことを述べさせていただ

くことにします。開催地である Subic Bay

Freeport Zone はもと米軍基地があった場所で

あり，現在はリゾート地として利用されていま

す。会場となったサミットホール周辺には米軍

将校たちの休息の場として開発されたビーチや

レストラン，ホテルなどがあり，隣接するオロ

ンガポ市街の賑やかさや雑踏とは対照的に，こ

こがフィリピンなのかと思わせるような静けさ

と整然とした町並みでした。このことが今のフ

ィリピン国を象徴的に表しているような気がし

て印象的でした。また，マニラ市内でも印象的

な出来事がありました。タクシーの運転手が話

をするに，「これから雨季に入ると，貝が食べ

られなくなる。」とのこと。それはなぜかと聞

くと「毒を持つようになるからだ。」というこ

とでした。ようやく貝毒が認知されつつあるよ

うですが，それでも中毒事件はあとを絶たない

と聞きました。危険性を知りつつも貝を食べて

しまうらしいのです。貧困さの故でしょうか。

東南アジア諸国では，有毒プランクトンの発生

とそれによる貝類の毒化が，外貨獲得と国民へ

のタンパク質の供給源として期待されていた貝

類漁業の振興の前に立ちはだかり，大きな障壁

かつ衝撃（会議のなかでは impact という言葉

が良く使われていた）になっていることは確か

です。

（有毒プランクトン研究室長）
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写真２．熱帯域で麻痺性貝毒の原因生物となってい
る有毒プランクトン Pyrodinium bahamense
（本会議のホームページより）。
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第15回大会は，遠洋水研の主催で７月30，31

日と静岡県伊東市小室山テニスコートで開催さ

れ，90名を越す参加者が炎天下で熱戦を繰り広

げた。瀬戸内水研から９名が団体戦と混合ダブ

ルス戦に参加し，精一杯プレイを楽しんだ。そ

の結果，団体戦で予想に反して優勝し，混合ダ

ブルスも小野原（OB）・奥新ペア（５位），伊

藤・若園ペア（９位），高橋・丸谷ペア（12位）

と健闘した。

今年は参加男性４名で田村女史を加えても５

人と団体戦出場が危ぶまれたが，事務局の配慮

で酒井保次氏（西水研）を補強でき，どうにか

①小山・鈴木，②酒井（西水研）・玉井，③田

村・有馬の３ペアができた。酒井さんは，南西

水研テニス部創立メンバーの一人で，昭和59年

の第１回広島大会を世話された由。実験棟工事

でコートが使えず，練習不足のうえ，ペア練習

も前日が始めてで，今年は「楽しくテニスを！」

が合い言葉となった。

団体戦は，予選リーグを中央水研に２：１で，

ついで昨年優勝の強豪東北水研にも大接戦の末

２：１と勝利し，皆があっと驚く１位で勝ち上

がった。午後は各ブロック１位の OB－A ，遠

洋水研と決勝リーグを戦い，勢いで遠洋水研に

２：１，OB－A に３：０と勝ち，４戦全勝で

優勝してしまった。各ペア３勝１敗という全員

の活躍と決勝リーグの遠洋水研戦でマッチポイ

ントを握られながら逆転した第１ペアの粘りと

田村さんの終始冷静なプレーが光った。懇親会

での表彰式に続き，伊東市観光協会による花火

大会があり，一同大感激。1999年の７月に空か

ら降ってきたのは，南西水研時代を通じて団体

戦初優勝という嬉しい贈物でした。翌日のオー

プン戦Ａでも小山・鈴木ペアが優勝し，花を添

えた。

10年前に海底火山爆発で中止となった伊東市

での大会でしたが，今回は素晴らしい大会とな

りました。お世話いただいた遠洋水研の皆様に

深く感謝します。

来年は，東北水研のお世話で仙台の七夕の頃

に開催の予定です。

（有馬記）

成績結果

有馬　郷司

ス ポ ー ツ 報 告

第15回全国水産研究所テニス大会で瀬戸内水研が団体戦初優勝!!

ペ　ア

１小山・鈴木

２酒井・玉井

３田村・有馬

中央水研

○

●

○

２－１

東北水研

●

○

○

２－１

予選リーグ（２勝）

写真．懇親会で盛り上がる瀬戸内水研チーム

ペ　ア

１小山・鈴木

２酒井・玉井

３田村・有馬

遠洋水研

○

○

●

２－１

ＯＢ－Ａ

○

○

○

３－０

決勝リーグ（２勝）

ペ　ア

１小山・鈴木

２酒井・玉井

３田村・有馬

通算成績

３勝１敗

３勝１敗

３勝１敗

９勝３敗

１位（４戦全勝）
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平成11年度中国・九州地区水産庁関係機関親

善スポーツ大会が８月７日（土）の午後に下関

市の水産大学校グランドで開催され、西海区水

産研究所、九州漁業調整事務所、水産大学校と

瀬戸内海区水産研究所の４機関によるソフトボ

ールのトーナメント戦が行われた。

本大会は昭和46年に第１回が開催されて以来、

途中で２、３回の中止があったものの今年が26

回か27回目に当たる。当水研も過去には南西水

研として参加し、数度優勝しているが瀬戸内水

研としては初めての参加になり、結果的に成績

は初優勝となった。

今回は瀬戸内水研が幹事機関に当たり、全国

水研テニス大会（１週間前に伊東市で開催。）

等との日程調整をした上での開催とした。それ

にも関わらず、最初の参加メンバー募集の所内

回覧では応募者が無く、幹事機関でありながら

参加辞退？ということが危ぶまれた。最終的に

は大会幹事長に抜擢された出口課長を初めとす

る14人のメンバーが集まり、事なきを得た。

当日の朝は台風７号の影響を受けて、雨は降

らないものの時折砂を巻き上げ風速20ｍちかく

の突風が吹き荒れる状態にあり、大会運営関係

者の間ではこのままソフトボールを行うか、そ

れとも安全性を考慮して室内競技に変更するか

を悩んでいた。

しかしながらお昼前にチーム全員が集結した

我が瀬戸内水研チームはこのような天候にお構

いなく、服を着替え、食事も早々にグランドに

出て練習を開始したのである。この状況に吊ら

れてか、やがて大会運営者もＢコートのバック

ネットの準備に現れ、作業の終わる頃には他の

チームも練習を行っていた。

開会式に引き続き、第１回戦は西海区水研と

の対戦。しかし、西水研チームの人数が少し足

りないので我がチームの２選手を相手チームに

入れてのゲーム運びとなった。主審も誤って南

西水研と瀬戸内水研の試合と言ったこのゲーム

は、ジャンケンで先攻を得た我がチームが初回

から打者一巡の猛攻、投げてはエース後藤の好

投、内外野の堅い守りもあり、毎回得点で22：

０と完封勝利をあげた。

２回戦はＡコートで九州漁調に勝利した水大Ｂ

チームとの試合。この試合でも我がチームの打

線は好調。エース後藤も好調。やはり毎回得点

の試合運びで19：４と快勝。決勝進出を決めた。

決勝戦は水大Ａチームとの対戦。さすがに決

勝では先制点をあげるもののその次の回では逆

転されてしまうが、我がチームの打撃陣は絶好

調で再度逆転すると点差を大きく開け始めたの

である。途中で雨の降る場面もあったが、風も

強くむしろ涼やかな感じでエース後藤がばてる

こともなく完投し、17：８で優勝を納めた。

なお、最終イニングはついに無得点で３試合

毎回得点の大記録は途絶えた。しかしながら３

試合で58もの得点をあげたのは南西水研時代か

ら通しても初めての快挙である。

台風一過、曇天の中の試合で強い日差しはな

かったのに試合後に見たＴシャツからむき出し

の我が腕は真っ赤に日焼けしていた。

昨年秋に瀬戸内水研へ組織改正し、名称が変

わってからの初参加、初優勝の好成績は投攻守

にバランスの取れたチーム体制と各選手の頑張

りの賜物であろう。

夕刻の懇親会では優勝の美酒に酔いながら昔

談義に花が咲き、近く引退を迎えるエース後藤

の慰労会をどう盛り上げるかなどにぎやかに楽

しく時を過ごした。

最後に毎年のことながら会場の準備をしてい

ただいた水産大学校の方々に厚く御礼を申し上

げると共に、これから行われる独立行政法人化

の中でもこの交流の場が引き継がれて欲しいと

思う。

（当日限定宴会部長）

テニスに次いでソフトも優勝！
（Ｓ.Ｙ）
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平成10年度の運営会議で「広報活動の効果化

を図る必要がある」との指摘があった。

そこで，当所のニュースに関しては，どれく

らい読まれているか，どんな記事を希望するか，

などを把握するため，「通信簿 OF FEIS」と題

したアンケート用紙（郵便はがき・料金受取人

払）を「瀬戸内水研ニュース（NEWS OF FEIS）」

第1号とともに発送した。

送付数は国内の関係機関など877。発送は今

年４月28日～５月10日の間に行った。

７月30日までに回収された数は123で回収率

14％であった。民間が行う郵送調査の回収率が

10～20％ぐらいであることから見ても，今回の

回収率は一般的なものといえる。

第一の質問「当所のニュースが届いたらよく

読みますか。」に対する回答は，「よく読む」

（65％），「たまに読む」（33％）を合わせると

98％となった。

第二の質問「今回のニュースで面白かった記

事はどれですか（複数可）。」に対する回答は，

「広島カキを赤潮から救えるか」が62％とトッ

プで，そのあとが「新研究部紹介」29％，「海

外出張」26％とつづく。「寄稿文」や「一般公

開」の記事は10％前後にとどまっている。

やはり研究トピックスの受けが良いようであ

る。また，「海外出張」の中では題を明記して

「魚類探訪紀行」が約半数を占めた。

第三の質問「今後，このニュースで希望する

内容を教えてください（複数可）。」では，「環

境問題」が56％でトップとなった。あと「瀬戸

内海の漁業」41％，「増養殖」33％，「赤潮」

24％とつづく。「その他」は８％であったが，

その中でも研究成果・内容の希望が多かった。

第四の質問は「表紙などご意見があればお書

きください。」ということで，ニュースの形式

面に対する意見をうかがった。

意見を頂いた方の数は40名。回収数からみる

と三人に一人から意見をいただいた。

これらの意見の中で特徴的なものは「表紙に

日本語を入れてください」など，表紙の題名が

英語だけになっていることへの意見が三分の一

を占めたことである。これに対しては，「モダ

ン」で「楽しい表紙」になったとの意見もあっ

た。

最後に，いくら民間が行う郵送調査の回収率

が10～20％であるからといっても，実態を正確

に把握するためには，回収率をいかにして上げ

るかがカギとなる。

今回のアンケート調査では，回答者をこちら

側で指定しているわけではないことから回答者

に「無作為」故の「偏り」があるのではない

か。

さらに，ニュースの中に回答用葉書を入れた

ことから，例えば研究室で届いたニュース一部

を回覧している場合を考えると「自分がこのア

ンケートを出していいのかどうか」迷う心理が

あるかもしれない。このようなことから回収率

が10％台にとどまった可能性も否定できない。

次の機会があるならば，これらの点も踏まえて

アンケート調査を実施したい。

（企画連絡室情報係）

水研ニュースのアンケート結果について
溝渕　　靖
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昭和41年12月西海区水産研究所より転勤して

以来32年４ヶ月勤務しましたが，３月31日をも

って退職し，早や２ヶ月が過ぎました。長崎で

は，親，姉妹とたくさんの知り合いの中で過ご

していましたが，転勤による広島での生活を考

えると，当時は不安と希望で胸がいっぱいだっ

たのを思い出されます。

振り返って見ると，仕事と家庭を両立してい

くためには，山あり谷ありで幾度となく挫折し

そうになりました。しかし，多くの良き仲間と

家族の協力に恵まれたことが，無事定年まで勤

められたものと思っています。

また，皆様のお陰で魚釣りに旅行等とたくさ

んの楽しい思い出を頂いたことを，心から厚く

お礼申し上げます。

これからは，この思い出を時々思い出しなが

ら，今までは毎日の生活に追われて出来なかっ

た趣味を焦らず，ゆっくりと楽しめたらと思っ

ています。

瀬戸内海区水産研究所の益々の発展と皆様の

ご健勝をお祈り申し上げましてお別れのご挨拶

といたします。

（元庶務係主任）

平成８年４月に南西水研へ赴任したことがつ

いこの間のように思える大変短い３年間でし

た。遠洋水研を皮切りに中央水研，水工研と東

海・関東圏での生活しかない私にとって，波静

かな海とその中に浮かぶ多数の島々の美しい景

色や，段を打って流れる潮や干満の高さなど初

めてのことばかりでした。日の長いのを良いこ

とに夕方のテニスも十分楽しましていただきま

した。また，赤潮や貝毒，トラフグの回帰性や

アサリの稚仔の同定法，そしてブロック対応な

ど色々と学ぶこともできました。しかし，自分

の仕事となると，最初の２年間をのんびり過ご

した付けが回ってきたのか，昨年は高知庁舎の

中央水研への所属替えや海上保安庁問題など，

バタバタしてしまい今一つスマートに処理でき

ませんでした。現在建設が進められている新実

験棟についても余りお手伝いができず申し訳な

く思っております。

秋には環境保全部の方々も広島に移り，半閉

鎖性水域における水産や環境を扱う「瀬戸内海

区水産研究所」が名実共に発足し，ますます発

展されることと信じております。

大変お世話に成り有り難うございました。今

後ともよろしくお願いします。

（遠洋水産研究所　課長補佐）

「海の色が違う」というのが，養殖研での第

一印象でした。外海に近い立地条件がこのよう

に感じさせてくれるのでしょう。繁殖部では魚

類，無脊椎動物の成熟から，発生初期の形態・

生理生化学や技術が研究対象となっています。

私が入省した頃（内水研），マダイの種苗生産

に初めて成功し陶器製の大型睡蓮鉢で大切に飼

育していたのを思い出しました。今，ウナギの

種苗生産が可能となり，レプトセファルスまで

は確実に育成することができるようになりまし

た。比べてみますと催熟，産卵誘起，初期種苗

の飼育方法，餌料等々において，魚類の生理的

必要性に基づいた一つ一つの個別技術の組み合

わせが明確になっているところが当時と大きく

異なっているところで科学技術の進展をあらた

めて感じた次第です。

一方，時々感じる「寂しさ」に気付くように

なりました。それは瀬戸内水研にいた頃は気に

もとめなかったことですが，生態や環境の情報

が身近に入ってこなくなったことです。海区水

海区水研から養殖研へ
石岡　宏子

退職にあたって
光武トシエ

退 官 挨 拶

瀬戸内への思い
山田　友之

離 任 挨 拶
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研では生態環境情報を背景に水産生物の研究を

続けていたのだと強く感じさせられると共に，

今後，組織がどのように変わってもこのような

研究環境を維持してほしいものだと思いまし

た。長い間，本当にお世話になり有り難うござ

いました。

（養殖研究所繁殖部長）

瀬戸内水研に半年，前身の南西水研に６年半，

合計７年間の広島での研究生活を無事終えまし

た。これも一重にブロック内はもとより皆様の

暖かいご支援とご指導の賜と心より感謝いたし

ます。異動に際し，何かと慌ただしく，今まで

のご恩に報えずこの場を借りてお礼を述べる無

礼をお許し下さい。広島では，トラフグの産卵

場やヒラメの着底場の調査，放流魚の形態形成，

アサリやアコヤガイそして有害プランクトンな

ど勉強することが多く，これらは自分を向上さ

せるプラス面ばかりでしただけに成果といえる

ようなものを残すことができなかったことが反

省されます。これからは，養殖の飼料研究が中

心課題となり，一から勉強，そして出直しです

が，今度こそは成果が出るように頑張る所存で

す。放流および沿整事業関連の委員会では水研

ブロックの方々とお会いする機会もあると存じ

ますが今まで以上のご指導とご批判を賜ります

ようよろしくお願いいたします。

（養殖研究所飼料研究室長）

平成11年４月１日付けで遠洋水産研究所から

瀬戸内海区水産研究所に配置換えとなり過日着

任しました。

西海区水産研究所に22.5年（２回），養殖研

究所に8.5年，遠洋水産研究所に２年間と勤務

地は西の方に片寄っています。初めての電車通

勤を楽しんでいますが，今までの勤務地に比べ

て寒そうなので，冬が思いやられます。

今，科学技術に関する行政監察が行われてお

り，また，平成13年４月の独立行政法人化に向

け作業が進行中ですが，これらに対応すべく微

力ながら努力してまいりたいと思っています。

（課長補佐）

４月１日付で西海区水産研究所から当水研海

区水産業研究部資源培養研究室に配属になりま

した。

もともとは種苗生産のための基礎的研究をし

ていましたが，西水研では資源部に所属し，東

シナ海のトロール調査を３年，イワシ類の産卵

調査を11年やってきました。そのまま産卵調査

を担当しようと思っていましたが，こちらで昔

の仕事をやってみようと決心して来ました。

５月以降，ヒラメ着底稚魚調査，クロダイ仔

魚や天然不明卵のふ化仔魚飼育などを始めてい

ます。20年以上も前の修士１年の時，長崎水試

増養殖研究所で福所邦彦さんや北島　力さんに

教えていただいたことを思い出し出しやってい

ます。十周遅れでやっとスタートラインに立っ

たような気がしています。

こちらは飼育設備は充実しているし，ソフト

ボールのできるグラウンドはあるし，宿舎から

車で30分で渓流釣りができて，良いところです

ね。どうかよろしくお願いします。

福原さんの温もりのあるパンライト

（資源培養研究室長）

４月１日付けでしらふじ丸に配置換えとなり

離　任　挨　拶
鈴木　伸洋

着　任　挨　拶
染木　俊博

転 勤 の ご 挨 拶
松岡　正信

転　入　挨　拶
下岡　尚輔
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ました。広島には何度か訪れたことがあります

が，住むとなるとやはり判らないもので，暇が

あると外へ出かけて少しでも慣れようと必死の

毎日です。

昨年度は，船舶予備員として水産庁各船でい

ろいろな経験を積まさしていただきました。そ

して今年，水産研究所に配属となり，学生時代

から興味のある漁業調査に携われることを嬉し

く思っております。航海士としての経験はまだ

１年程ですが，一生懸命頑張っていきたいと思

います。ご迷惑をお掛けするとは思いますが，

ご指導ご鞭撻の程宜しくお願いします。

（しらふじ丸二等航海士）

４月６日午前７時，11年目に入った愛車に布

団，冷蔵庫，食器，衣類，米その他色々，積み

込んで博多を出発してから早４ヶ月経ちまし

た。転勤は，６回目なので乗船する船が変わる

ことには特に不安はありませんでしたが，単身

赴任は初めてなので多少の不安を持ちながら，

広島での生活を，開始しました。

船員の場合，陸上勤務の方々と比べると航海

中の食事の心配がないのが，単身生活の大きな

違いです。幸いに，自宅が福岡でそれほど遠く

なく，週末を利用して帰れるので，実際のとこ

ろ宿舎での自炊生活をしていると言える程のこ

とはありません。

停泊期間が一日と短いときなどは，外食はせ

ず朝昼兼用の簡単なもの，夜は麦，米，さつま

いも等を主原料とした液体飲料と簡単なつまみ

だけになることがほとんどです。

宿舎は，一部屋しか使っていないので残業で

遅くなった又は，車で来たのに酒を飲んでしま

ったという人がいたらどぞ102号室のベルを鳴

らして下さい，ただで泊めて上げます。（布団

がないので夏季限定，食事なし，要予約）

広島の住人になって未だ４ヶ月，どうぞ宜し

くお願いします。

（しらふじ丸操機次長）

４月１日付けで俊鷹丸よりしらふじ丸機関員

に配置換えとなり勤務することになりました。

私は，千葉県で育ち入庁５年目になりますが，

今までに広島の地に足を踏み入れたことが無く

知らない所ばかりなので少しずつ見て回りたい

と思っております。まだまだ不慣れな事が多く

しらふじ丸及び水研の皆様にはご迷惑をおかけ

することがあるかと思いますが，精一杯頑張っ

ていきますのでよろしくお願いいたします。

（しらふじ丸機関員）

選考採用で４月１日に着任致しました。生ま

れは東京ですが，その後高校卒業までは埼玉県

の大宮で育ちました。大学時代の専攻は環境保

全学，これまで一貫して生物とその環境から得

られる試料の化学分析を仕事として参りまし

た。水産生物関連としましては，農業環境研究

所に科学技術特別研究員として在籍しておりま

した時にイカ類の超微量元素分析をしておりま

したほか，鯨類・鰭脚類，ウミガメ類などの有

機・無機の汚染物質蓄積を扱ったことがありま

す。

近年の所謂環境ホルモン問題は，問題意識ば

かりが先行しており，本当のところ何が問題な

のかすら明らかになっていないのが現状です。

昨年までは困った世の中になったものだと半ば

ひとごととして傍観しておりましたが，気が付

けば問題収束に向けてもっとも努力すべき当事

者となっております。今後は，安心して水産資

源を利用できるための環境管理技術を目標にし

て頑張っていきたいと考えております。どうぞ

転　入　挨　拶
島内　　靖

転　入　挨　拶
鈴木富士雄

着　任　挨　拶
市橋　秀樹



─ 29─

瀬戸内水研ニュース　No.2（1999.8）

よろしくお願いいたします。

（水質化学研究室）

皆さん，初めまして。このたび，科学技術振

興事業団の科学技術特別研究員として平成11年

１月１日付けで瀬戸内海海洋環境部（森岡泰啓

部長），藻場・干潟生産研究室（寺脇利信室長）

に赴任しました内村真之です。

研究テーマは，「瀬戸内海におけるイワヅタ

類のアレロパシー（他感作用）現象に関する研

究―アレロケミカルを利用した藻場の生態系修

復―」です。イワヅタと申しましてもあまり聞

きなれない名前でご存知の方も少ないかと思い

ますが，水深‐10ｍぐらいまでの砂地や岩上に

ひっそりと生育しているとてもきれいな緑色を

した緑藻で，世界中の熱・温帯海域に生育する，

世界最大の単細胞多核生物（１m 以上にも及ぶ

ものもある）でもあるのです。亜種まで数える

と世界中に111種類，日本国内だけでも34種類

報告されています。

瀬戸内海区水産研究所に来る以前は，フラン

スのモンペリエ第II大学理工学部の植物生理学

教室：　 Laboratoire Genie Biologique et

Sciences des Aliments （GBSA）とフランス国

立膜研究所：Laboratoire des Materiaux et

Procedes Membranaires （LMPM）に席を置き，

イワヅタの一種である，イチイヅタ（Caulerpa

taxifolia）の研究にたずさわってきました。こ

の海藻は，1980年代前半にモナコの海洋博物館

から，地中海に事故的に移入さた後，その多大

な成長率の為，フランス，スペイン，イタリア

の地中海北西部だけでなく，アドリア海のクロ

アチアまで広がって，地中海沿岸域の生態系を

脅かすほどになっています。またその持つ毒性

の為に，生物学上だけでなく地中海沿岸諸国は

もとより，ヨーロッパ中の国々で社会的な問題

にもなっています。

私は，国連の環境プログラム“LIFE Ⅰ”

“LIFE Ⅱ”に参加して，ラングドック・ルシオ

ン州やフランス電力の協力を得て，イチイズタ

の毒性を抗菌作用や肝チトクロム P450等の活

性から検討したり，海藻の重金属耐性を光合成，

クロロフィル蛍光や RubisCO 活性から比較検

討し，得た結果をイオン交換膜（繊維）を利用

した装置（特許取得済み）に応用しての撲滅法

についての研究を行なっていました。

３年という短い期間ではありますが，瀬戸内

海のイワズタ類についてがんばって研究を行な

いたいと思いますので，どうか宜しくお願いい

たします。

（科学技術特別研究員）

自　己　紹　介
内村　真之
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人事の動き

発令年月日　　　新　　　所　　　属　　　　　　 氏 名 旧　　　所　　　属

11．３．31 定年退職 光武トシエ 庶務課庶務係主任

11．４．１ 遠洋水産研究所総務部 山田　友之 庶務課庶務課長補佐

庶務課長補佐

〃 養殖研究所繁殖部長 石岡　宏子 瀬戸内海海洋環境部浅海生物生産研究室長

〃 養殖研究所栄養代謝部 鈴木　伸洋 海区水産業研究部主任研究官

飼料研究室長

〃 水産庁白萩丸三等航海士 須田　清行 しらふじ丸二等航海士

〃 水産庁白嶺丸操機次長 岩本　耕一 しらふじ丸操機次長

〃 水産大学校天鷹丸機関員 三階　真一 しらふじ丸機関員

〃 庶務課庶務課長補佐 染木　俊博 遠洋水産研究所総務部庶務課長補佐

〃 庶務課庶務課長補佐 染木　俊博 遠洋水産研究所総務部庶務課長補佐

〃 瀬戸内海海洋環境部 花村　幸生 海区水産業研究部資源培養研究室長

浅海生物生産研究室長

〃 海区水産業研究部 松岡　正信 西海区水産研究所東シナ海漁業資源部

資源培養研究室長 主任研究官

〃 しらふじ丸二等航海士 下岡　尚輔 水産庁漁政課船舶予備員

〃 しらふじ丸操機次長 島内　　靖 九州漁業調整事務所白鴎丸操機手

〃 しらふじ丸機関員 鈴木富士雄 遠洋水産研究所俊鷹丸機関員

〃 環境保全部主任研究官 市橋　秀樹 選考採用

研　　修

氏　　　名 主催・場所 期 間 研　　　修　　　名

松山　幸彦 九州大学農学部 H11.５.17～７.15 国内留学

吉田　吾郎 日本原子力研究所国際原 H11.６.７～６.30 第263回ＲⅠ基礎課程コース

子力総合技術センター

市橋　秀樹 日本アイソトープ協会 H11.６.14～６.18 ラジオアイソトープ安全取扱

講習会

市橋　秀樹 日本原子力研究所国際原 H11.７. ５～７.28 第264回ＲⅠ基礎課程コース

子力総合技術センター

佐古　　浩 農林水産技術会議事務局 H11.７.15～７.16 平成11年度第１回研究情報業

山根　　伸 筑波事務所 務高度化担当者研修

受け入れた研修

氏　　　名　　　　　所　　　属 研　修　内　容 担当者　　　　　　　期　　　間

江崎　恭志 福岡県水産海洋技術センター 有害・有毒プランクトン 赤潮生物研究室 H11.５.25～26

豊前海研究所 同定研修　

海外出張

氏　　　名　　　 国　　名　　 用　　　　　 務　　　　　　　　　　　　 期　　　間

錢谷　　弘 資源評価精度向上のためのチューニング H11.４.10～４.17

ＶＰＡ手法導入のための事例研究と最近

の資源管理手法等に関する情報収集

人事・研修・来訪者（Ｈ11．３．１～Ｈ11．７．31）

アメリカ

合 衆 国



小谷　祐一 フィリピン APEC 有毒藻類管理に関する会合出席 H11.５. ８～５.15

海洋資源保全ワーキング・グループ

第12回会合出席

寺脇　利信 香　　港 第２回アジア太平洋藻類学フォーラム・アジア H11.６.20～６.26

太平洋藻類学会出席

神山　孝史 韓　　国 韓国で特許を取得した赤潮防除技術の視察 H11.７.２～７.４

神山　孝史 デンマーク 第３回ヨーロッパ原生生物会議及び第９回 H11.７.24～８.１

繊毛虫生物学に関するヨーロッパ会議出席

瀬戸内海区水産研究所研究報告，１，1999．３

鈴木伸洋……人工飼育メバル仔稚魚期の器官形成と行
動の変化．1-13

石岡宏子・浜口昌巳・薄　浩則・立石　健・山本
翠・井手尾寛・岩本哲二……アサリ育成漁場
の環境特性．15-37

川西　澄・菊池伸哉・内田卓志・松山幸彦・余越正一
郎……広島湾カキ養殖場における水理特性．
39-43 

Yoshida,G.,A.Murase,T.Terawaki……Comparisons of
germling growth abilities under various
culture conditions among two Sargassum
horneri populations and S.filicnum in
Hiroshima Bay．45-54

坂本節子・長崎慶三・松山幸彦・小谷祐一……徳山湾
に発生した Alexandrium catenella赤潮による
二枚貝類の毒化．55-61

樽谷賢治……有害渦鞭毛藻 Alexandrium tamarense の
増殖機構に関する生理生態学的研究．63-96

山田　久……有機スズ化合物の海底環境における挙動
と魚類による生物濃縮に関する研究．97-162

Uchida,T.,Y.Matsuyama,T.Kamiyama……Cell fusion in
Dinophysis fortii Pavillard．163-165

銭谷　弘・河野悌昌……瀬戸内海におけるカタクチイ
ワシの産卵状況について（1985年～1998年），
第30回瀬戸内海東部カタクチイワシ等漁況予
報会議および第16回瀬戸内海西部浮魚分科会
会議報告，69-75，1999.6

池原宏二・小川泰樹……各都道府県における地方設定
魚種の漁獲量．水産庁資源生産部整備課，
241pp.，1999．3．

永井達樹……瀬戸内海及び旧南西外海域におけるマダ
イの資源量推定及び管理手法の開発．平成10
年度我が国周辺漁業資源調査特定水産資源技
術開発調査報告会配布資料，1999．6

池原宏二・小川泰樹……岩礁性魚類幼稚魚の増殖場と
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効果評価手法に関する研究，沿岸漁場整備開
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用方法の開発．魚介類の初期生態解明のため
の種判別技術の開発研究成果集，334，1999．3

角埜　彰・清水昭男……養殖不適切環境要因に対する
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研究推進会議資料（成果報告書），83-84，
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山田　久・小山次朗……生物モニタリングのための指
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池田久美子・小山次朗……指標生物による有機スズ化
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料，53-65，1999．3

宇野誠一・小山次朗……有機塩素及び有機スズ化合物
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推進会議資料，83-93，1999．3

小山次朗・池田久美子……生体内残留油成分による
中・長期的影響．平成10年度環境庁国立機関
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態系に及ぼす中・長期的影響の解明に関する
研究推進評価会議資料，31-42，1999．3

小山次朗・奥村　裕……植物プランクトンに対する影
響試験法の開発．平成10年度魚介類水質環境
基準検討調査事業報告書，112-123，1999．3

角埜　彰……魚類の飼育試験方法の検討．平成10年度
魚介類水質環境基準検討調査事業報告書，
124-127，1999．3

角埜　彰・小山次朗・山田　久……海産魚における性
転換機構の解明．第２回内分泌撹乱物質によ
る生殖への影響とその作用機構に関する研究
班会議資料（成果報告書），81-84，1999．2

山田　久・藤井一則・小山次朗……海産魚類における
内分泌かく乱の実態の解明．第２回「内分泌
かく乱物質による生殖への影響とその作用機
構に関する研究班会議研究報告，89 -92，
1999．2

神山孝史……プランクトン食物連鎖における繊毛虫類
の地位と役割．日本プランクトン学会報，46，
1999．2 

Terawaki,T.……Management-free techniques for
restoration of submerged macrophyte beds.
Textbook for specially offered training cource
in bioproduction and environmetal
management in semi-enclosed sea, JICA /
Hiroshima University，1999．4

上野大介・高橋　真・田辺信介・池田久美子・小山次
朗……イガイ移植実験における有機塩素化合
物の蓄積挙動．環境化学，9（2），369-378，
1999

永井達樹……瀬戸内海漁業の持続的資源利用に向け
て，漁協，79，18-21，1999．５

寺脇利信……海中林. 農業電化, 52（5）, 22-23，1999．5
寺脇利信……磯焼け. 農業電化, 52（6）, 20-21，1999．6
寺脇利信・新井章吾……藻場の景観模式図１．富山県

氷見市宇波地先．藻類，47, 147-149, 1999, 7
Nagasaki,K.,K.Tarutani,M.Yamaguchi……Growth

characteristics of Heterosigma akashiwo virus
and its possible use as a microbiological agent
for red tide control．Appl. Environ. Microb.，
65（3），898-902，1999

Matsuoka,M.……Histological characteristics and
development of the retina in the Japanese
sardine Sardinops melanostictus, Fisheries Sci.,
65（2）, 224-229, 1999．4

Uchimura,M., S.Roger and L.Christian…… The
Enzymatic detoxifying system of a native
Mediterranean Scorpio fish is affected by
Caulerpa taxifolia in its environment.
Environmental Science & Technology, 33，
1671-1674．1999

Yoshida,G.,T.Uchida,S.Arai and T.Terawaki……
Development of adventive embryos in cauline
leaves of Salgassum macrocarpum（Fucales,
Phaeophyta）. Phycol. Res.47，61-64,1999.

Imai I.and S.Itakura……Importance of cysts in the
population dynamics of the red tide flagellate
Heterosigma akashiwo （Raphidophyceae）.
Mar. Biol., 133, 755-762．1999

Matsuyama Y.,T.Uchida ,and T.Honjo……Effects of
Harmful Dinoflagellates,Gymnodinium
mikimotoi and Heterocapsa circularisquama
Red-tide on Clearance Rate of Bivalves
Molluscs.Fish. Sci., 65（2）, 248-253．1999

Matsuyama Y., M.Miyamoto ,Y.Kotani……Grazing
impacts of the heterotrophic dinoflagellate
Polykrikos kofoidii on a bloom of Gymnodinium
catenatum. Aquat.Microb. Ecol.,17, 91-98．
1999

Nagasaki,K.and M.Yamaguchi……Cryopreservation of
a virus （HaV） infecting a harmful bloom
causing microalga, Heterosigma akashiwo
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（Raphidophyceae）. Fish. Sci., 65（2）, 319-
320．1999

長崎慶三・樽谷賢治・板倉　茂・山口峰生……赤潮藻
ヘテロシグマ個体群の同調的死滅．研究ジャ
ーナル22（7）， 38-43．1999 

Yamamoto T.and K.Tarutani……Growth and phosp-
hate uptake kinetics of the toxic dinoflagellate
Alexandrium tamarense from Hiroshima Bay in
the Seto Inland Sea, Japan. Phycol.Res., 47, 27-
32．1999

Yamaguchi M.and S.Itakura……Nutrition and growth
kinetics in nitrogen- or phosphorus-limited
cultures of the noxious red tide dinoflagellate
Gymnodinium mikimotoi.Fish. Sci., 65（3）,
367-373．1999

Yamamoto T.and K.Tarutani……Effects of Si/P loading
ratio and supply modes on the population
dynamics of Alexandrium tamarense.
Proceedings of the Sixth Canadian Workshop
on Harmful Marine Algae, J. L. Martin and K.
Haya eds., 14-17．1999

Prudente,M.,H.Ichihashi,S.Kan-atireklap,I.Watanabe,S.Tanabe
……Butyltins,organochlo-rines and metal levels in
Green Mussel,Perna viridis L.from the coastal
waters of the Philippines,Fisheries Sciences, 65
（3）, 441-447．1999.

Fujise,Y.,T.Tamura,H.Ichihashi,H.Kishiro……Futher
examination of the segregation pattern of
make whales in the Antartic area Ⅳ using a
logistic regression model,with considerations
on the pack ice distribution,International
Whaling Committee/SC51/CAWS18, 1999．5

内村真之……地中海に移入されたイチイヅタの問題．
平成11年度瀬戸内海ブロック水産業関係試験
研究推進会議藻類研究会，1999．5
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igma akashiwo を宿主とするウィルスに関す
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会講演要旨，p. 44, 1999．4

長崎慶三・樽谷賢治・山口峰生……赤潮藻 Heteros-
igma akashiwo を宿主とするウィルスに関す

る研究 XIV. 赤潮環境中における宿主とウィ
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坂本節子・松山幸彦・小谷祐一・小泉喜嗣……有毒渦
鞭毛藻 Gymnodinium catenatum シストの発
芽における水温の影響．平成11年度日本水産
学会春季大会講演要旨，P47，1999．４

板倉　茂・山口峰生……呉湾における Alexandrium
tamarense シストの動態．平成11年度日本水
産学会春季大会講演要旨，p.47，1999. 4

吉田吾郎・新井章吾・寺脇利信……広島湾大野瀬戸に
おける海藻類の入植と出現被度の季節変化．
平成11年度日本水産学会春季大会講演要旨
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河野悌昌・花村幸生……ボンゴネット洗浄水量の違い
による卵・仔魚の回収率．平成11年度日本水
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柴田玲奈・前原　務……燧灘における底質の異なる海
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寺脇利信・吉田吾郎・吉川浩二・新井章吾・村瀬　昇
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寺脇利信・筒井　功・新井省吾・馬場将輔・藤田大介
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fluorescent stain as a marker of ingestion.
Book of Abstracts, 3rd European Congress of
Protistology/9th European Conference on
Ciliate Biology, 1999．7

結田康一・市橋秀樹・斉藤貴之……放射化分析・ ICP-
MS 法併用による土壌・水系でのヨウ素の動
態．第36回理工学における同位体元素発表会
講演要旨（日本アイソトープ協会），1999．7

瀬戸内海水産資源担当者会議

平成11年３月９日～10日 広島市 東方2001
17機関39名参加：我が国周辺漁業資源調査の構成，調
査内容に関する説明を行い，府県水試・行政担当者と
意見交換を行った。
平成10年度「指標生物による有害物質海洋汚染の監視

手法の高度化」推進評価会議

平成11年３月18日　中央水産研究所横浜庁舎第３会議室
８機関11名参加：環境庁国立機関等公害防止試験研究
費による表記プロジェクトについての研究推進会議が
開催された。各課題担当者の他に農林水産技術会議事
務局，水産庁研究指導課，学識経験者（大槻晃東京水
産大学教授）の参加を得て，５機関から10課題の平成
10年度研究成果及び平成11年度研究計画が報告され，
これらについての質疑・検討が行われた。この後，学
識経験者である大槻教授から講評が行われ，研究計画
が順調に進捗しつつあるが，指標生物であるミドリイ
ガイ，カツオなどの採取計画について，さらに検討す
る余地があるのではないかとの指摘を受けた。
瀬戸内海ブロック平成11年度浅海定線観測等担当者

会議

平成11年４月26日，広島市，東方2001
16機関32名参加：各府県担当者から平成10年度瀬戸内
海における水温，塩分の変動，プランクトン等特徴的
な生物事象，黒潮の離接岸の状況等について報告があ
り，これらをもとに平成10年度の瀬戸内海の海況につ
いて検討した。平成10年度の瀬戸内海海況の特徴とし
ては，平年に比較して高水温，低塩分で推移したこと，
透明度は多くの海域で高め傾向であったことがあげら
れる。また，オヨギピンノと呼ばれるカニの一種が大
阪湾，播磨灘で大群泳するなど特徴的な生物事象がみ
られた。以上の内容については，後日議事録として発
行する予定である。
瀬戸内海ブロック平成11年度生物環境研究会

平成11年４月27日，広島市，東方2001
16機関30名参加：参加各機関から，平成10年度に行っ
た調査研究の概要及び平成11年度計画について報告が
あり，その結果をもとに海洋環境，低次生産生物に関
する情報交換を行った。また，４題の研究発表があり，
それぞれの題名及び発表者は次のとおりである。
１．ADCP による関西国際空港島周辺における潮流調
査（大阪府立水産試験場　中島昌紀）

２．養殖漁場の環境調査について（大分県海洋水産研
究センター　岩野英樹）

３．西部瀬戸内海の環境（愛媛県中予水産試験場菊池
隆展）

４．光合成渦鞭毛藻 Gyrodinium instriatum による有
鐘繊毛虫類の捕食について（瀬戸内海区水産研究
所　内田卓志）
なお，発表要旨等を掲載した議事録を後日発行する
予定である。
我が国周辺漁業資源調査第30回瀬戸内海東部カタクチ

イワシ等漁況予報会議及び第16回瀬戸内海西部浮魚分

科会

平成11年４月27，28日　大野町・瀬戸内水研（東部カ
タクチイワシ）
平成11年４月28日　大野町・大野町西公民館（西部浮
魚）
10機関19名参加（東部カタクチイワシ），12機関21名
参加（西部浮魚）：参加各府県水試から平成10年及び
11年の漁海況について報告があるとともに中央水研か
ら平成11年2～3月の外海域マイワシ類の産卵状況，瀬
戸内水研から内海域カタクチイワシの産卵状況につい
て報告があった。各機関出席者の活発な討論の結果，
西部浮魚分科会では平成10年度におけるカタクチイワ
シ等の漁獲動向に関する熱心な情報交換がなされ，東
部カタクチイワシ会議では本年５～10月の長期漁況予
報ならびにカタクチ夏シラス等漁況予報が作成され
た。
平成11年度瀬戸内海ブロック介類研究会

平成11年５月11～12日　広島市・東方２００１
21機関36名：瀬戸内海ブロック内の府県水産試験場・
栽培センター，瀬戸内水研を中心に，水産の場におけ

─ 34─

瀬戸内水研ニュース　No.2（1999.8）

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

会議レポート
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜



る介類を巡る様々な情報交換，研究発表等をおこなっ
た。主な議題は以下の通りである。
Ⅰ　平成10年度試験研究経過並びに11年度計画の紹介
Ⅱ　話題提供
１．無脊椎動物の標識方法
（1）エビ類の標識　大阪府立水産試験場

有山啓之
（2）アサリの標識　大分県海洋水産研究センター

浅海研究所　木薮仁和
（3）ナマコの標識　山口県水産研究センター内海

研究部　松野　進
（4）ガザミの遺伝子標識　岡山県水産試験場栽培

漁業センター　藤井義弘
２．豊前海域におけるカキ養殖　福岡県水産海洋技
術センター豊前海研究所 中川浩一

３．ギボシムシの大量発生 香川県水産試験場　吉
松定昭

平成11年度　瀬戸内海ブロック水産業関係試験研究推

進会議　藻類研究会

平成11年５月20日～21日　大野町・宮島コーラルホテル
21機関34名参加：①平成10年度のノリ，ワカメなど養
殖の概況の報告（関係各府県），②ノリ養殖，オゴノ
リ漁業，藻場造成関係等の研究発表（８件），③今後
の研究会活動の方向性，④平成11年度の試験研究計画
（関係各府県），などについて討議した。高知，宮崎，
鹿児島の各県水産試験場からも出席と研究発表があ
り，研究所の組織改正後の初めての研究会においても，
南西海ブロック時代からのつながりが尊重されている
ことが感じられた。また，従来あまり扱われなかった
干潟に関し，オゴノリ採藻漁業の現況が発表され，今
後の研究会活動における方向性を探る上で，大変，参
考になった。
平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議

平成11年６月25日 広島市 東方２００１
23機関40名参加：瀬戸内水研所長及び水産庁資源生産
推進部長から漁場環境保全関係の挨拶を受け，続いて
本会議についての設置の経緯が説明され，論議した。
漁場環境保全をめぐる最近の情勢として赤潮・貝毒の
国内外情勢，ダイオキシン及び内分泌かく乱物質をめ
ぐる国内外情勢や持続的養殖生産確保法などが説明さ
れた。また，漁場環境保全研究のニーズと研究の推進
方向について提案と論議がなされた。
総合討論では本会議の下に設置される部会の運営方法
などが論議された。
平成11年度漁場環境保全研究推進全国会議有害物質部

会

平成11年７月15日 広島市 東方２００１
48機関77名参加：水産庁長官通達による本推進全国会
議及び部会の設置の経緯，趣旨，組織・構成及び目的
を確認した後に，今回部会のテ－マである「内分泌か
く乱物質の魚類による生物検定法－開発の現状と課
題－」についてシンポジウム形式で検討した。魚類内

分泌機構の基礎，諸外国及び我が国での開発状況等に
関する７題の話題提供を素材として，①試験魚，②暴
露方法，③影響評価指標及び④その他の技術的問題の
視点から今後の試験研究に採用できる標準的な検定法
を検討した。最後に，今後の部会運営方法について協
議し，部会検討課題の選定及び話題提供者の人選等を
通して本部会構成機関の連携・調整を図ることにし
た。

【第７回 99.3.2】
「アオサ二型の生殖的隔離について」
平岡雅規（高知大学海洋生物教育センター）
ＶＴＲ上映「都会の若者が生月町（きづきちょう）に
来る。それも漁師になるために」
【第８回　99.4.23】
「関西空港人工島の護岸での造成藻場の現況」
田谷全庚（（財）港湾空間高度化センター）
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表紙の写真は，近年西日本沿岸で赤潮を形成して甚大な漁業被害を引き起こしている有害渦鞭毛藻 Heterocapsa

circularisquama（以後ヘテロカプサ）の電子顕微鏡写真である。ヘテロカプサは1995年に新種として記載された新しい渦

鞭毛藻である。細胞の大きさはおよそ20μmで，髪の毛の幅の1/4～1/5程度しかない非常に小さなプランクトンである。

中央部に写っている鞭毛を動かして水中を活発に遊泳する。この写真では分からないが，細胞表層に鎧版や鱗片という独

特の構造物を有しており，これが分類の決め手となる。ヘテロカプサは1988年に高知県の浦ノ内湾で赤潮を形成したのを

皮切りに，1990年代に入って急速に西日本沿岸域に出現するようになった。赤潮は主に内湾域で発生し，高密度になると

1mlたりの細胞密度が10万細胞にも達することがある。

通常従来型の赤潮生物（Chattonella, Gymnodinium, Heterosigma, Cochlodinium など）はハマチやマダイなど養殖魚類に

対して強い毒性を示すものが多い。しかし，ヘテロカプサは，こうした魚類には全く悪影響を及ぼさない。また，

Alexandrium や Dinophysis のように，強力な毒物質を有し，これが貝類に蓄積して人に対して食中毒を引き起こす貝毒原

因生物とも基本的に異なる。ヘテロカプサは二枚貝や巻貝などの軟体動物だけを特異的に死滅させるなど，これまので赤

潮生物とは全く異なる毒性を有している。その毒性は細胞表層に局在する不安定なタンパク質様の物質であると考えられ

ているが，詳細については不明である。細胞密度が5,000～10,000細胞/ml を越えると，アコヤガイ，マガキ，アサリなど

が数日以内に全滅することが多い。昨年は広島湾で本種の大規模な赤潮が発生し，38億円にものぼる漁業被害が生じた。

なお，ヘテロカプサに関しては，瀬戸内海区水産研究所のホームページでも情報提供を行っています。

詳しくは，http://miyajima.nnf.affrc.go.jp/hcaphp/index.htm にアクセスしてみて下さい。

（有毒プランクトン研究室：松山幸彦）

平成13年４月の独立行政法人化に先立ち，総務庁中国四国管区行政監察局による「科学技術に関する行政監察」が４月

～７月に実施されました。総務庁から水産庁研究所への指摘事項等は今年度末頃に発表される予定です。瀬戸内水研の問

題点は出来るだけ速やかに改善していきたい。

また，当研究所の運営会議（平成11年２月の機関評価会議）の委員から頂いた意見の内「情報発信の効果」について，

先ず「瀬戸内水研ニュース」に対するアンケートを読者にお願いしました。内容は本文中に掲載しております。ご協力あ

りがとうございました。その結果，瀬戸内水研ニュース編集委員会では，表紙に日本語名を入れることとし，記事の内容

を研究成果の広報，話題となっている科学記事の解説，瀬戸内海ブロック及び漁場環境保全に関する関係機関との連携・

調整の内容，並びに研究所の研究業績，会議等の報告事項のカテゴリーに分類して掲載することにしました。また，編集

作業では，難解な部分を出来るだけ改編するようにしました。今後とも，ご支援ご鞭撻よろしくお願いします。

平成11年11月７日（日）に瀬戸内海区水産研究所一般公開を開催します。今年は，研究成果発表会を同時に開催します。

発表会では，瀬戸内海の海洋生物，漁業，海の環境について皆さんと共に真剣に考えて行きたいので，近々発送の案内を

ご覧の上是非ご参加下さい。

（企画連絡室長）
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